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第１章 新たな地域ビジョン策定の経緯・検討 
 

（１）これまでの阪神地域ビジョンについて 

20 年前に、参画と協働の理念の下、私たち阪神地 

域の住民が地域の未来像をビジョンとして導き出し 

たのは「阪神市民文化社会ビジョン-『新しい公』を 

目指して」でした。 

行政のみが「公」を担うといった考えではなく、支え 

合い、ともに生きるための活動領域を広く「公」とと 

らえ、多様な主体の参画と協働によって支えるという 

概念をビジョンに表しました。 

阪神地域ビジョンの推進や実現にあたり、県民自 

らが取り組んでいく実践活動を「県民行動プログラ 

ム」として策定しました。これを有志から成るビジ 

ョン委員が普及啓発をするとともに、多様な主体と 

連携しながら実践活動を進めました。 

多世代交流の促進、子どもの健全な育成、芸術文化 

活動を通じたネットワークの構築、環境問題の解消 

へ向けた取組など多様な活動を実践し、約 10 年が経 

過した当時の地域ビジョンの見直しでは、住民の皆 

さんの参画と協働の取組の状況を踏まえ、「阪神市民 

文化社会ビジョン－『新しい公』の発展のために」 

に改訂しました。 

 

 

 

（２）新たな地域ビジョン策定の経緯 

改訂から 10 年が経過し、世界も日本も大きな変革の中にあります。我が国では人

口減少・超高齢化やテクノロジーの進化など、社会構造が大きく変化しています。 

加えてコロナ禍で、私たちは地域で「つながる」ことの重要性を再認識しました。 

このような情勢のなかで、この大きな変化を乗り越えるために、地域住民が共有でき

る 2050 年の「なりたい姿」を描き、そのビジョンを地域住民、事業者、関係団体、

行政等の多様な主体が共有し、実現に向けて各自の取組や施策を進めることが肝要で

あると考え、阪神地域における新たな地域ビジョンを策定するものです。 

 

 

 

 



 

 

（３）阪神地域ビジョン 2050 の検討 

  阪神地域ビジョン 2050 の策定に向け、有識者やビジョン委員代表、阪神地域の市町

担当者で構成する阪神新地域ビジョン検討委員会を設置し、ヒアリング・アンケート、

ビジョンを語る会などでの住民の意見を踏まえ、新地域ビジョンの内容について検討

し、取りまとめを行いました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阪神南北地域 
ビジョン委員意見交換会 

（54 人） 

未来フォーラム（全 3 回、140 人） 第 4 回検討委員会（策定に向けた意見交換） 

6 月発足 

第 2 回検討委員会（未来ミーティング中間報告） 

告） 
第 3 回検討委員会（未来ミーティング提言） 

未来ミーティング(地域デザイン会議) 

（全 8 回、延べ 82 人） 

 

第 1 回検討委員会 

検討委員会（全 7 回） ヒアリング・アンケート 
（81 件、2092 人、2 校） 

語る会（全 19 回、387 人） 

第 5 回検討委員会 

阪神地域ビジョン 2050 の策定主体 

・ 

2021 

・ 

・ 

2020 

事業者・地域団体へのヒアリング及び

アンケート、学生アンケート、出前講座 

地域団体等のメンバーなどで、地域の課

題や将来像について車座形式で対話 

一般県民を集めたフォーラム 

地域夢会議として開催 

県民有志等が討議を重ね将来の地域

デザインを描くワークショップ 

第 6 回検討委員会（構成について意見交換） 

第 7 回検討委員会 

（阪神地域ビジョン 2050 案策定） 

2022 

（ビジョンの実現に向けシナリオ、構成について意見交換） 

 

（本体案：実現に向けたシナリオ、構成について意見交

換） 

阪神地域ビジョン 2050 策定 
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第２章 社会的潮流  
 

2050 年の阪神地域を考えるにあたって大きな社会的潮流のなかから以下の６つの観点

を取り上げ、①現在の状況や問題点（ピンチ）、②2050 年に到来すると考えられる社会の

姿を描くことで、このような潮流をチャンスととらえて阪神地域の未来に活かす方策を

第４章において検討します。 
 

（１）人口減少・超高齢化 
 
① 現状・問題点 

明治時代の廃藩置県によって兵庫県が発足してからほぼ一貫して増加してきた本

県の人口は、2009 年を境に減少に転じ、本格的な人口減少社会に入りました。合計

特殊出生率は 1.4 前後で推移し、未婚化・晩婚化により出生数が減少する一方、超高

齢化に伴い、死亡数が増え、死亡者数が出生数を上回っています。県の推計では、2050

年の県内人口は 2020 年比 121 万人減（22％減）の 423 万人となっています。 

また、日本全体で人口の東京一極集中が進行しています。新型コロナウイルス感染

症の影響により、東京以外の道府県から東京への転入超過数は、2019 年の 82,982 人

から 51,857 人減少し、2020 年は 

31,125 人だったものの依然として 

転入超過を継続しています。 

その一方で、兵庫県から県外へ 

  の転出超過は、2019 年の 6,038 人 

から 2020 年は 6,865 人に増加して 

います。 

 

 

 

 

 

② 2050 年－生まれる、生み出す時間と空間 

国立社会保障・人口問題研究所による将来予測では、2050 年の寿命は男性 84.02 

歳、女性 90.40 歳です。医療技術の進展や健康志向の高まりにより、健康で元気な高

齢者が増加し、働きたいと思う高齢者も多くなると考えられます。 

今後は、人口の流動性が高まるとともに、デジタル技術の進化で「省人化」や「自

動化」などで生産性（付加価値総額÷総人口）を高めることで活力を維持・向上させ

ることができます。そのため、ゆとりある働き方が可能となり、一人当たりが利用で

きる社会資本の増加や自然環境への負担軽減なども相まって、時間や空間の余裕が生

まれ、その結果、地域コミュニティや新たな活動に参加できるようになるなど、地域

でのゆとりのある暮らしが実現できます。 
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（２）自然の脅威 
 
① 現状・問題点 

地球の気温は過去 100 年で 0.74℃上昇しています。日本では、世界平均を上回る

速さで気温が上昇しており、猛暑日や熱帯夜が顕著に増加しています。地球温暖化に

より風水害は激甚化傾向にあり、また、未知の感染症の発生等も懸念されます。 

さらに、今後 30 年以内に 70～80％の確率で南海トラフ地震が発生するとの予測が

あります。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

② 2050 年－充実する防災・減災対策 

国土強靱化により緊急輸送道路の整備や河川整備、治山ダム・砂防えん堤、防潮堤

の整備、建物の耐震化などのハード対策が進み、早期避難のしくみや防災に関する人

材の育成、自主防災組織の体制整備などのソフト対策が充実し、防災・減災における

安全安心が進みます。 

 

（３）テクノロジーの進化 
 
① 現状・問題点 

必要な知識や情報が共有されずに新たな価値の創出が困難となっています。その一

方で、氾濫する情報のなかから必要な情報を見つけて分析する作業に、多くの労力や

負担が生じています。 

また、インターネットを使いこなせない人が多い年齢層があるなどの情報格差（デ

ジタル・デバイド）が生じています。AI・IoT 技術の革新により、多くの情報を分析

し、全てのモノがつながり、知識や情報が共有される社会の形成が求められていま

す。 

世界の年平均気温偏差（℃） 気象庁（令和４年１月時点） 
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② 2050年－テクノロジーの進化で変わる社会 

あらゆるモノがセンサーや無線通信などによってインターネットにつながり、相互

に情報交換を行う IoT が、自動車や家電、産業用途など幅広い分野に拡大していきま

す。モノ同士のデータの送受信等により、離れたモノの監視や遠隔操作が可能になり

ます。 

また、テクノロジーの進化や AI・IoT 等のデジタル革新により、働き方が変わると

ともに、誰もが自動翻訳や同時通訳を利用できるようになり、言語が異なっていても

コミュニケーションができるようになります。また、VR（仮想現実）技術や AR（拡

張現実）技術の日常での使用が進むことで、現実空間（オフライン）と仮想空間（オ

ンライン）が高度に融合したシステムが整備され、社会課題の解決や一人ひとりに最

適化されたサービスの提供などが実現します。それによって情報格差の解消や、ダイ

バーシティ※１の実現がもたらされます。自動運転技術の進化だけでなく、空飛ぶク

ルマが利用できるようになるなど、移動手段での革命的な変化がもたらされます。 

生命科学等の進展により病気や老化に対する治療における変革が起こり、寿命がさ

らに延びて、アクティブシニア※２がさらに増加します。 

このような社会や移動手段の変革は、人々の生活スタイルや働き方にも影響を及ぼ

し、コロナ禍においてテレワークの導入が進められたこともあり、職と住を区別して

きた「ベッドタウン」の特性にも影響を与える可能性があります。 

 

（４）世界の成長と一体化 
 
① 現状・問題点 

世界は、アジア・アフリカを中心に今後も人口や経済の成長が続き、インターネッ

トは経済活動・情報伝達・文化交流などの様々な分野において国境を超えた活動を容

易にしています。人口が増加しマーケットとしての価値が増加するだけでなく、経済

分野でさらなる成長が見込まれる国々がある一方で、世界の巨大プラットフォーマー

の出現によってインターネットを活用した事業が世界の主要産業となり、日本が誇る

製造業の存在感は相対的に小さくなっています。グローバルな人の動きは拡大し、サ

プライチェーン※３、マーケット双方の観点から、今後、世界との結びつきがますま

す求められています。 
   

② 2050 年－深まる世界との結びつき 

日本の成長は世界の成長と一体化しています。外国人県民との交流や多文化共生の

重要性がますます高まり、世界との結びつきが一層深まる時代となります。 

 

※１ 多様性。集団において年齢、性別、人種、宗教、趣味嗜好などさまざまな属性の人が集まった状態のこと。 

※２ 健康志向で趣味や仕事に意欲的に取り組む高齢者 

※３ 製品の原材料・部品の調達から販売に至るまでの一連の流れ 
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（５）経済構造の変容 
 
① 現状・問題点 

世界全体では所得格差は縮小していますが、先進国に限ると高所得者層と中間層の

格差は拡大しています。 

デジタル技術の進化に伴う、ビジネスモデルの変化などによって富がもたらされる

一方、いっそうの「省人化」や「自動化」が進み、労働者の減少が見込まれます。一

般のオフィスワーカーへの労働分配が ICT 等により減少しているとの分析もありま

す。 

このため、デジタル経済の進展に伴って、ビジネスモデルの変化が進む中、従来の

方法にとらわれることなく、兵庫の産業はどのように付加価値を生み出していくかが

求められています。 

 

② 2050 年－社会の連帯を重視した取組の進化 

経済のデジタル化の発展により、あらゆる情報がデジタル化され、情報の複製・加

工や伝達が容易になり、経済活動に必要な複数の主体間のやりとりのコストが大幅に

低下することが予想されます。 

このようなデジタル化の進展は、仕事をする場所の制約をなくします。初期投資を

可能な限り抑制することにつながり、スタートアップに適した環境の確保など起業へ

の追い風となります。 

  また、企業は、株主優先だけではなく、社会貢献を使命とし、従業員・顧客・株

主・地域社会などあらゆる利害関係者（ステークホルダー）に貢献するという潮流

が生まれ、個人が持っているスキルも価値を持つ資産と見なされるようになります。

各人が自由で平等な取引を行う共有型経済や労働者たちが共同で出資・経営し働く

ワーカーズコープが広がっています。さらにコミュニティビジネスやソーシャルビ

ジネスなど、社会の連帯を重視した取り組みが進み、人々は企業や地域社会など望

む場所で様々な勤務形態で働くことができるようになります。 
 

（６）価値観と行動の変化 
 
① 現状・問題点 

  行き過ぎた資本主義への反省やテクノロジーの進化を背景に持続可能性の注視、

多様性の尊重、自分らしい生き方の追求など新しい時代の価値観と行動が広がりつ

つあります。 

2015 年に国連が採択した SDGs は、将来世代のニーズを損なわずに現役世代のニー

ズを満たすことをめざし、2030 年までに達成すべきゴールとターゲットを掲げてい

ます。将来世代や地球の未来に対する責任感を背景に、SDGs が世界の共通言語とな

ったように、持続可能性を重視する価値観やライフスタイルが広がりを見せています

が、このような考え方は、特に若い世代においてより顕著であると言われています。 
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持続可能な社会の実現は、ESG 投資※１という側面からも推進する必要がありますが、

このような新しい価値観の出現や社会の変化が求められていることから、今後は、固

定概念や既存の社会の枠組にとらわれない考え方や行動が求められます。 

 

② 2050 年－サスティナブル※２志向の浸透 

地球環境問題を解決することが極めて重要な課題となっており、SDGs で掲げられ

ているサスティナブル志向が個人レベルまで浸透します。そのため、環境に良い選択

をする「エコ」、健康と環境を重視する生活「ロハス」、倫理的に正しい消費を行う

「エシカル消費」の実践を拡大させるなど、個人・企業は、環境や健康への影響を考

えそれぞれの判断に基づき行動します。 

社会が絶えず変化していくことから、多様な価値観や個性を認め、お互いを尊重し、

多様な視点から全体の幸福を追求するような考え方や行動が広がります。 

「所有」から「利用」に変わり、インターネット上のマッチングプラットフォーム
※３等を通じたシェアリング・エコノミー※４が拡大し、その対象はモノだけでなく、

スペース、移動、スキル、お金など多岐にわたっています。 

また、不特定の人（crowd=群衆）にインターネットを通じて業務委託（sourcing）

するクラウドソーシングに注目が集まっています。人材を雇用するのではなく、必要

なときに必要な人材を調達するという考え方で、その対象はプログラミングやウェブ

サイト制作等といった IT 分野中心から、企画やアイデアといった企業の中心的業務

まで広がります。終身雇用制度の衰退により雇用が流動化し、一企業にとらわれない

働き方や一箇所にとらわれない暮らし方など、その自由は益々高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 財務情報だけでなく、環境(Environment)・社会(Social)・ガバナンス(Governance)の要素も考慮した投資 

※２ 直訳すると「持続可能な」だが、「環境や社会を持続させることが可能な」といった意味で用いられる。 

※３ モノを譲りたい、貸したい、販売したい、技術を提供したいなど、個人や法人のニーズとそれを必要とする個

人や法人をマッチさせるサービスを運営するインターネットサイト 

※４ インターネットを介して、個人同士でモノや場所、技術などを提供したり貸し借りしたりするサービス。カー

シェアリング、民泊、クラウドソーシング、クラウドファウンディングなど。 
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第３章 阪神地域の特性 
 

（１）阪神地域の人の動き 
 
① 面積と人口 

 阪神地域の面積は、約 650 ㎢で、県全体の面積 8,400 ㎢の約 7.7％の面積です。ま

た、人口は、約 175 万人（2019 年 10 月１日現在）で、県全体の約 540 万人（2019

年 10 月１日現在）の約 32％の人口を有しており、県のなかでも人口密度の高い地域

です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ファミリー層の転入と若者層の転出超過 

 阪神地域における転入、転出の特徴としては、30 代や 40 代のファミリー層の転入

が多く、20 代の若者層が転出超過となっています。これは、地域内に数多くある大

学等を卒業し、就職するために移住する若者が転出する一方で、子育てのために阪神

地域に移住してくる家族層が多いためと考えられます。 

 

③ 健康寿命県内１位 

 また、阪神地域は健康寿命※１が長く、特に阪神北地域は 2015 年の健康寿命算定結

果において男女とも県内１位となっています。 

 

④ 今後の人口減少 

 今後の人口の推移について、県の推計※２では、2050 年の阪神地域の人口は約 146

万人で、2020 年に比べ約 16％減少すると見込まれています。 

 

※１ 平均寿命から寝たきりや認知症など介護状態の期間を差し引いた期間 

※２ 2015 年の国勢調査結果とこれに基づく国立社会保障・人口問題研究所の推計結果を参考に将来人口を推計 

兵庫県、阪神の人口推移 
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（２）なりたち、自然・文化・歴史遺産 
 
① 阪神地域の地形 

 大阪と神戸の間に位置する阪神地域は、兵庫県の南東部に位置し、尼崎市、西宮市、

芦屋市、伊丹市、宝塚市、川西市、三田市及び猪名川町の７市１町からなっています。 

この地域は、東は大阪府、西は神戸市及び北播磨、北は丹波、南は大阪湾に面して

います。 

地域内の地形については、北部に六甲・ 

北摂連山、南部に大阪湾沿岸部を有し、武 

庫川水系・猪名川水系の本支流が流れ、北 

西部に三田盆地、南部には甲子園浜、御前 

浜、香櫨園浜、芦屋浜などがあり、利便性 

の高い生活環境を生み出す平野に加えて、 

河川や浜辺、山林などの多様な自然環境が 

住民の生活や心に潤いをもたらしています。 

 

 

 

② 近世までの発展の軌跡 

 明治の廃藩置県以前、阪神地域は、畿内に属する旧摂津国の一部でした。律令時代

は山陽道が走り、尼崎は京や奈良の巨大社寺を造営する材木を西国から運ぶ中継港と

して栄えました。江戸時代には山陽道は西国街道と言われるようになりましたが、街

道沿いの昆陽宿や西宮宿が宿場町として栄え、また、尼崎藩の城下町※１、三田藩の

城下町※２としても栄えました。 

この地域は古くから政治、経済、文化などの先進地であったため、歴史遺産も数多

くあり、古くは、廣田神社※３や中山寺※４を始めとした由緒ある神社仏閣、清酒発祥

の地であり下り酒が生んだ文化、俳諧や人形浄瑠璃※５、能（舞台）など長い歴史を

持つ文化が蓄積されています。 

 

 

 

 

※１ 阪神電鉄出屋敷駅東側から阪神電鉄大物駅西側のあたり 

※２ 現在の県立有馬高等学校、市立三田小学校の周辺 

※３ 西宮市にある神社。神功皇后の創建と伝えられている。 

※４ 宝塚市にある寺院。聖徳太子の創建と伝えられている。 

※５ 文楽（人形浄瑠璃）の源流は、西宮神社（えべっさん）ゆかりの人形芝居「えびすかき」と言われている。え

びすかきは室町時代から諸国を回り、えびす信仰を広めた。 

三田市 

川西市 

猪名川町 

宝塚市 

伊丹市 

尼崎市 

西宮市 
芦屋市 

大阪府 

丹波地域 

北播磨地域 

神戸地域 
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また、地域内には二つの日本遺産（『1300 年続く日本の終活の旅～西国三十三所

観音巡礼～』（大本山中山寺）、『「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ銘

醸地、伊丹と灘五郷』があります。 

酒造家たちは江戸積み酒造で築いた富をこの地域の発展のために使い、芸術や教育

の振興に力を注ぎました。このような豊かな文化や気風が、明治時代以降の近代化に

つながりました。 

 

③ 近代の発展の軌跡 

 明治時代以降､港湾都市として発展する神戸と､上方の伝統文化を継承しつつ更に

発展していく大阪との間に位置することから､多くの人々が移住し続け、都市化が進

展するとともに、経済も発展を遂げてきました。 

近代化政策を背景に、官営鉄道東海道本線や阪鶴鉄道（主に現在の JR 福知山線を

運行）などが営業を開始し、その後、阪神電気鉄道㈱が神戸[三宮]－大阪[出入橋]

間、箕面有馬電気軌道㈱（現 阪急電鉄㈱。以下「阪急電鉄」という。）が宝塚本線[梅

田－宝塚]及び箕面線[石橋－箕面]の営業を相次いで開始し、それから一世紀以上を

経ました。 

阪急電鉄は宝塚唱歌隊（後の宝塚歌劇団）を結成し、宝塚歌劇や宝塚温泉などに乗

客を誘導するとともに、沿線で住宅開発を進めました。 

また、阪神沿線・阪急神戸線沿線は、西宮七園※１、甲子園娯楽場（後の甲子園阪

神パーク）、甲子園ホテルなどのある一大リゾート地でもあり、資産家や文化人、外

国人などの住宅や別荘の建築が進んだことも一因となり、和洋折衷のモダンな生活ス

タイルや、ゴルフやテニスのような近代スポーツの広まりも見られ、「阪神間モダニ

ズム※２」に代表される特徴的な文化を生み出しました。 

そして、工業地帯としても発展するなかで、多数のサラリーマンの移住が進み、こ

れらの人々は「阪神間モダニズム」の新たな担い手となり、阪神地域はわが国のライ

フスタイルを先導する地域として、独自性を発揮することとなりました。 

 

 

 
 

※１ 西宮市にある七つの「園」のつく高級邸宅街の総称。甲子園、昭和園（現在の「北昭和町」・「南昭和町」）、甲

風園、甲東園、甲陽園、苦楽園、香櫨園の七つからなり、それぞれ明治から昭和初期に開発された。 

   なお、当初、甲子園は野球場やホテルなどの総合リゾートや住宅地、甲東園は農園、甲陽園は郊外遊園地や高

級旅館・料理屋や映画製作所など、苦楽園は温泉リゾート、香櫨園は遊園地として開発され、現在は住宅地とな

っている。 

※２ 阪神間モダニズムとは、明治末期から昭和初期にかけて、阪神間で新しく生まれたライフスタイル、生活・産

業、芸術文化（文学、音楽、美術、写真、演劇など）とそれに関連する学問、建築、娯楽、ファッション、スポ

ーツ、価値観などの時代の潮流。単なる西欧化ではなく、阪神間において脈々と受け継いできた日常生活の様々

な場面に西欧様式を取り入れ、独自に育み花開いた。 
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 高度経済成長期以降、経済が発展していくなかで、住宅地として開発が進み、多田

グリーンハイツ（川西市）、阪急日生ニュータウン（川西市、猪名川町）といったニ

ュータウンが生まれ、さらにその後三田市の 10 年連続人口増の原動力となった北摂

三田ニュータウンのフラワータウンやウッディタウンなどが各地に生まれました。そ

のような状況のなかで、能勢電鉄㈱の路線は通勤路線へと変化していきました。また、

神戸電鉄㈱公園都市線が営業を開始し、現在のような街並や鉄道網が形成されていき

ました。 

 

 現在は、特色のある博物館、美術館やホール、スポーツ施設もあり、地域と一体と

なった芸術活動や、スポーツ活動が展開されています。こういった様々な地域資源と

しての強みが、阪神地域が住みたい街に選ばれる要因となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（３）寛容性のある風土 
 

① 寛容性がある地域 

 阪神地域は、その歴史を振り返ってみると、他地域の人や外国人が流入し、その人々

が持っていた文化、いわゆる異国文化に代表される異文化を柔軟に受け入れて発展し

てきた地域であり、新しい考え方や文化、多様な活動をする人たちを受け入れること

ができる寛容性がある地域です。 

 

② 高等教育機関の集積と変革の姿勢 

 現在は、数多くの大学や短期大学といった高等教育機関が集積するなど、知が集積

する県内有数の地域であり、そこに通学する学生がいることから若者が多い地域でも

あります。また、先駆的な芸術家、社会活動、起業に向けた機運の高さに見られるよ

うに、変革の姿勢がある地域でもあります。 

 

③ 地域活動や生活における満足度が高く住みやすい地域 

 大阪と神戸の間に位置する阪神地域は、南部には都市型住宅地、北部には郊外型ニ

ュータウンが形成され、多様で良好な住宅地を形成しています。県民意識調査※１ 

では、「住んでいる地域のことに関心がある」、「住んでいる地域への愛着や誇りを感 

 

※１ 兵庫県が、政策形成・施策運営の基礎資料を得るために、無作為抽出法により実施している意識調査。毎年度

設定しているテーマや、21 世紀兵庫長期ビジョン（2001 年策定、2011 年改訂）が描く社会像の評価指標である「兵

庫のゆたかさ指標」といった内容について、意識調査を実施 

宝塚歌劇場（宝塚市） 阪神甲子園球場 (西宮市) 
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じる」、「今の生活に満足している」という人の割合は、県内の他地域と比べ高い割

合で推移し、全県平均を上回っています。この調査結果からみると、阪神地域は自分

の活動や生活における満足度が高く、自分自身の生活スタイルを自由に設計する余裕

が相対的に高い地域であるとも言えます。 

 

④ 高齢者への期待と社会貢献に対する意識 

 核家族化や就労環境の変化により、子育てに関する不安を感じる家庭が増えており、

少子高齢化問題を深刻化させています。高齢化率は上昇しているものの、阪神地域は

健康寿命が長く、活動的なアクティブシニアも多い地域です。もはや「65 歳以上」

を高齢化と定義する必要がない社会となっており、生涯学習などの生きがいづくり、

地域での子育て支援、高齢者の見守りなど、地域社会の担い手としての社会的役割が

期待されています。 

県民意識調査では、「住んでいる地域をより良くしたり、盛り上げたりする活動に

参加している」、「参加したい」という人の割合が、県内の他地域に比べて高くなっ

ており、社会貢献をしている人、意欲のある人が比較的多いことから、多様な生き方

を選ぶことができることや、多様な人材が活躍する場がさらに充実することが望まれ

ます。 

 

⑤ 仕事に対する意識 

 県民意識調査では、「理想的な仕事」として、「自分にとって楽しい仕事」「自分

の専門知識や能力を活かせる仕事」「世の中のためになる仕事」をあげる人が、県内

他地域より高い結果になっています。 

今後、健康で就労可能な期間の延長も見込まれるため、就労環境の整備状況により

起業や複業、転職の可能性が広がります。 

 

⑥ 地域に根付く文化芸術 

 阪神地域で展開されたアートである具体美術、若者を中心に運営される音楽フェス、

アートイベント、ダンスや小劇場演劇、市民オペラや交響楽団など地域に自らがつく

る文化芸術の気風が広がっている地域です。盛んなオープンガーデンや手工芸など、

生活の一部にアートが根付いており、県民意識調査では、県内の他地域に比べ、文化

芸術活動、地域のイベントへの満足度が高い結果になっています。 

 

 このような阪神地域の持つ寛容性を活かし、多様な主体がいろいろな分野で一層活

躍することが求められます。 

 

 

 

 



 

14 

（４）環境への配慮 
 

① 環境問題と尼崎臨海地域における環境共生型のまちづくり 

 高度経済成長期の産業活動や大規模開発に伴い、大気汚染や水質汚濁、自然環境 

破壊など、様々な環境問題に直面しましたが、公害対策や環境保全に取り組み、改善

に成果を上げてきました。また、地球温暖化の影響は、農業、林業、水産業、水環境・

水資源、自然生態系、都市生活など、あらゆる分野に影響を及ぼしています。 

 阪神地域の南部では､尼崎臨海地域を魅力と活力あるまちに再生するため､陸域で

の環境負荷を少なくするとともに、ゆとりと潤いをもたらす水と緑豊かな自然環境の

創出による環境共生型のまちづくりをめざす「尼崎 21 世紀の森構想」に取り組んで

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 里山の保全と北摂地域の活性化 

 阪神地域の北部では、交通網が充実したニュータウンが多く開発されてきましたが、

一方で、森林面積が約６割を占めています。森林の約９割が天然林であり、今なお、

歴史・文化や生物多様性などを保つ里山が数多く残されていることから、北摂里山の

持続的な保全を図り、北摂地域の活性化につなげるため、天然記念物の保全・管理や

環境学習の支援などを担っている地域団体等とも連携しながら、「北摂里山博物館（地

域まるごとミュージアム）構想」を推進しています。 

 

③ 自然環境保全活動のデジタル化 

 少子高齢化により、環境保全活動団体などの担い手の不足、空き家や空き地の増加

による環境の悪化などが進むことで、このような自然環境保全活動に影響を与えてい

ます。 

 都市に近い里浜や北摂里山のような阪神地域固有の自然環境を守り、地域環境の恵

みを持続的に享受していくためには、AI や IoT に代表されるデジタル技術を活用し

た CO2 削減への取組と脱炭素社会への前進が必要です。 

 
 
 
 
 

尼崎臨海地域 尼崎 21 世紀の森 
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（５）多彩な産業の集積 
 
① 多彩な産業 

 阪神地域では、地域特性に応じた多彩な産業が展開されています。 

明治時代には、産業活動が盛んな大阪と、世界交易が進展する神戸の間にあること

から、尼崎の臨海部を中心に多数の企業が立地し、日本を支える工業地帯※１として

発展しました。 

現在では、ものづくり産業や起業が活発であり、商店街を地域住民が日常的に利用

するなど、商工業も盛んです。 

 

② 豊かな農林畜産物 

  阪神地域では、市街化区域内での都市農業や、消費地との近接性を活かした都市

近郊農業が営まれており、葉物野菜やいちじく、北摂栗、三田牛、北摂原木しいた

けなど多彩な農林畜産物を生産しています。市民農園や観光農園、阪神産食材を用

いた飲食店など、多様な「農」や食に関わる活動拠点をアトラクションとし、地域

全体をテーマパークと見立て、農業者、食関連等事業者、消費者が連携して都市・

都市近郊農業の振興を図る「阪神アグリパーク構想」を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 銘醸の集積 

 2020 年６月には、『「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ銘醸地、伊丹

と灘五郷』が日本遺産として文化庁に認定されました。江戸時代、清酒（澄み酒）発

祥の地である伊丹や、伊丹から酒造りを導入した灘五郷（神戸市、西宮市）で生産さ

れた清酒が、酒輸送専用の船（樽廻船）により下り酒として江戸へ届けられました。

現在では、灘五郷は日本最大の清酒酒造地帯であり、全国の清酒生産量の約４分の１

を兵庫県が占めています。伊丹や灘五郷（灘五郷のうち西宮郷及び今津郷）のような

銘醸地が集積していることも阪神地域の特色です。 

 

④  物流と産業を支える交通 

 2018 年には大阪北部から神戸市まで延伸した新名神高速道路が開通し、川西市内

にインターチェンジが開設され、中国自動車道、名神高速道路、阪神高速道路神戸 

 

※１ 大阪湾岸から内陸部にかけて広がる工業地帯は阪神工業地帯といわれており、日本の三大工業地帯の一つ 

北摂栗 いちご 

たみまるレモン 

黒大豆枝豆 小松菜 

三田牛 

母子茶 
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線・北神戸線・湾岸線とあわせ、物流の効率化や地域産業の活性化を支えています。

また、名神湾岸連絡線や大阪湾岸道路西神部の整備が進められており、今後さら 

なる物流の効率化や地域産業の活性化が期待されます。 

 

（６）阪神・淡路大震災の経験を活かした災害への備え 
 
① これまでの取組 

 武庫川は「摂津の人取り川」と言われ、古くから氾濫を繰り返し、大洪水のたびに

自由奔放に流れを変えた暴れ川で、幾多の水害をもたらしました。そのため、江戸時

代中期から、数多くの治山治水工事が行われてきました。明治時代には武庫川の支川

である逆瀬川※１において県で初めての砂防工事を行い、大正時代には武庫川の大改

修を行うなど、継続的に災害対策を行ってきました。 

 

② 阪神・淡路大震災の経験 

 1995 年に阪神・淡路大震災の被災地として甚大な被害を受けましたが、この震災

は、普段から災害に備えることの重要性に気づかせるとともに、「ボランティア元年」

とも言われるなど、多くの人がボランティア活動を行うことが当たり前になる契機と

もなりました。被災時に助けあえる地域コミュニティの重要性が認識され、創造的復

興を成し遂げる過程で、県民の参画と協働によるまちづくりの推進など、新たな文化

や価値観も生まれました。 

 

③ 災害への備え 

   今後南海トラフ地震の発生も想定されることから、防潮堤の沈下対策などの津波

対策を行っています。 

また、近年､地球温暖化の影響などにより豪雨災害や台風災害が激甚化、頻発化し

ており、武庫川の総合治水対策などハード面においても整備を進めています。   

2018 年の台風第 21 号による浸水被害を受け、再度災害を防止するため、防潮堤のか

さ上げなどの高潮対策を行っています。 

一方、防災士※２の資格 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 逆瀬川は「兵庫県砂防発祥の地」と言われている 

※２ 阪神・淡路大震災をきっかけとして創設された制度で、”自助”“共助”“協働”を原則として、社会の様々な場

で防災力を高める活動が期待され、 十分な意識と一定の知識技能を修得したことを日本防災士機構が認証した人 

全国、近畿、阪神地域の防災士登録者数 （令和３年 10 月末時点） 

を取得した方が多くいるな 

ど、住民の防災意識も高い 

地域です。今後とも住民一 

人ひとりの防災意識を地域 

が一体となり醸成し、自主 

防災力のさらなる向上が望 

まれます。 
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第４章 地域ビジョンの実現に向けたシナリオ  
 
（１）地域ビジョンの基本理念 

｢コ･クリエーション（共創）が育む阪神地域」 

 
 

第３章で述べたように、阪神地域は、古くから地域の人々が協働し、“個”がさま

ざまな“個”と共に新たな文化を創りだしてきた地域です。“個”と“個”の出会い

が寛容に互いを認め合い、生み出す行動は「co-creation」として新しい価値を見い

だします。 

阪神地域のビジョンを実現させるためには、多様な立場の人がつながり、対話しな

がら新しい価値を共に創ること「コ・クリエーション」が必要です。この動きを続け

ることが、さらに阪神地域を育みます。 

2050年に向け、これまでの地域の歴史を活かし、様々な分野での「コ・クリエーシ

ョン」が、阪神地域のさらなる活力と豊かな暮らしを育んでいくことを基本理念に掲

げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅰ～Ⅳについては次ページ以降の４つの方向性とリンクしています。 
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（２）地域ビジョンの実現に向けた方向性 
 

基本理念である、「コ・クリエーション（共創）が育む阪神地域」を実現する

ための方向性を県民との多様な意見交換を重ね、４つのグループに分けました。 

一つめは“個”の豊かさの創出、コ・クリエーションのもととなる「自分らし

いスタイルが実現できるまち」、二つめは、先人たちが積み上げてきた地域の財

産を学び、未来に繋げる「自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち」、

三つめは、これらをもとに、人とつながり豊かになった個が相乗効果を生み、よ

り豊かな地域に発展する「みんながつながるやさしいまち」、四つめは、歴史的

な蓄積や阪神間の資源を介して賑わいという形で阪神間らしさを発現する「にぎ

わいのあるまち」としました。そして、豊かなまちとなることで、これらの方向

性がさらに充実していくことも期待できます。 

2050 年に目指したい具体的な姿の実現に向け、18 のシナリオを作成しました。 

 

 

 

利便性と自然環境のバランスがとれた地域で、ICT や AI などの進化する技術を活

用しながら、起業やまちづくりの活動、職住近接などを通じて、わくわく感や面白

いことに挑戦できる地域を目指します。また、時間や空間にゆとりを持った多様な

暮らしの実現と、ノーマライゼーション※１やジェンダーフリー※2の理念のもと、多

様な人々が自分らしいスタイルを実現できるまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

北摂の里山、沿岸部の阪神なぎさ回廊、阪神間モダニズムに代表されるこの地域

に息づく文化や歴史などの様々な地域資源をまもり、次世代へ継承させる取組を進

めます。豊かな地域資源を地域住民自身も体感することによって、こころ豊かで、 

地域に愛着を持った人を育て、次世代への継承を目指します。 

５  未来まで続く花と緑と里山        ・・・・・・・ 30 

６  みんなが憩う阪神なぎさ回廊       ・・・・・・・ 32 

７  再発見で魅了する「阪神間モダニズム」  ・・・・・・・ 34 

８  生涯の学びと次世代につなぐ阪神文化   ・・・・・・・ 36 

１  地域と趣味としごとが重なる暮らし     ・・・・・・・ 22 

２  いつからでも誰でもスタートアップ     ・・・・・・・ 24 

３  多様な人々が住みやすいまち        ・・・・・・・ 26 

４  多文化共生で人々がいきいきと暮らせるまち ・・・・・・・ 28 

Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 

Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 
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都市部特有の近所付き合いの希薄化、少子高齢化が進む中、既成の概念にとらわ

れない新しいスタイルのコミュニティを形成しながら、自身が望むようなつながり

を持てたり、世代を超えてつながることができるまちを目指します。 

また、脱炭素社会に向けた取組や、災害時にも誰一人取り残さないまちを目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

宝塚大劇場や甲子園球場のような多様な観光施設や、「『伊丹諸白』と『灘の生

一本』下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘五郷」などの日本遺産、豊富な地域資源の

磨き直し、おいしい地元産の食により、外国人も含む人々の交流の促進を図り、い

っそうにぎわいのあるまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

９  世代を超えてつながるまち         ・・・・・・・ 38 

10  自分にあった”つながり”に参加できるまち ・・・・・・・ 40 

11  地域で循環するエネルギー         ・・・・・・・  42 

12  みんなで進める防災・減災         ・・・・・・・ 44 

13  いきいき健康 100 年人生          ・・・・・・・ 46 

14  アートによるクリエイティブな環境づくり  ・・・・・・・ 48 

15  訪れたい訪れやすい阪神地域ツーリズム   ・・・・・・・ 50 

16  美味しい「食」と多彩な「農」       ・・・・・・・ 52 

17  まちなかのにぎわいを創出する       ・・・・・・・ 54 

18  みんなで楽しむスポーツ          ・・・・・・・ 56 

Ⅲ みんながつながるやさしいまち 

Ⅳ にぎわいのあるまち 

※１ 障害者が他の一般市民と同様に社会の一員として種々の分野の活動に参加することができるようにする理念 

※２ 固定的な性別に基づく役割分担にとらわれず、一人一人が自由に平等に行動、選択するという考え方 
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（３）シナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ͍ Ȫ ȑȤʐɬɻɦʠɽ ͍ȪȦȇȣǧȆɄș 30ₓ●Ȫ 2050ₓɎᾰ ȕ

ɇȏȤȫǧὝ ȦȏȤȣȫǾɆȺȗɏǨ 

ȏȪ ɎǱ ǲǱᾈ ȴȪ֪ ǲǱ2030ₓ Ȫ˨ ϱǲȤ ȧѶȍǧ  

Ǳ2050ₓȧȽȒȓțȀỚǲɎ ȉȺȓțǨ 

Ǳ2030ₓ Ȫ˨ ϱǲȪ Ɏ ȺȄȢǧǱ2050ₓȧȽȒȓțȀỚǲȈṖȄɇֻ

ꜗȈǾɆȺȕǨ 

➊ 

➋ 

➌ 
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ɪɽʝɝ ȧ ȕɇ Ɏ ȓȺȓțǨ 

ˮȧ ᷉ḤȪ͝ Ȉ ӆȕɇ֪ ȧȠȀȢ ȓȢȀȺȕȪȣǧˮ Ɏ ȓ 

ȢȀɇḻׇȪ ӆˮ͠ȫ ᷉ḤȪ͝ ȤȓȺȕǨ 

ǱȻɏȦȪṶǲǱ ȪṶǲǱẅᶵ̦ȪṶǲǱ᷉ḤɺɩɗʦɎ Ȅɇʢʫɢɪʚ 

ɶʊȣȪ ǲ ȫǧʅɕʝʦɣǧɕʦɤʫɻ ǧʆɫʚʦɎ ɇ͍ǧ᷉Ḥ 

ɺɩɗʦ͍ ȧɄɆ ֪ȓț Ȫ ǪȪ Ɏ ȓȺȓțǨɪɽʝɝ Ȫͦ

ȧǾțɆ Ȫ ȑɏȧȀțȜȀțȐ ȫ ȧȺȤȽȢȀȺȕǨ 

 

  

 

 

2030ₓ Ȫ˨ ϱɎ ȕțȽȧ ȇɅ 2030ₓȺȣȧ֪Ɇ ȼȏȤɎ  

ȕɇ ȣȕǨ 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 

➍ 
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ʪҟ ȈȣȉȦȀӐӉ ͂ȧȦȟȢȀ 

 ɇ 

 

ʪӐӉ╩ ɀӐӉ Ȉᶴὅ ȣǾɇțȽǧ

ɬɲɗʞȧׇɋȗț ȦӐӉȈȣȉȦȀ 

 

ʪὙ Ȫ ӐȧׇɋȗȢ ᾥȕɇ♆ ȈǾɆǧ 

ȓȢӐӉȕɇȏȤȈᶰ ȧȦɇ 

 

ʪͅ ȧɄȟȢȫɹʟʢʫɢȪ ṓ Ϣɀ  

Ȉ˚ӶѶȣǾɇ 

 

ʪ ͌ Ɏ֪◔ȓȧȋȀ ᶱ ȣǧ Һ

ϰȣ ᴇɀɀɆțȀȏȤɎȕɇ ȈȤɈȦ

Ȁ 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

1 
Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 

地域と趣味としごとが重なる暮らし 

Ǟ Ȧϰȉ ȧᾂȕɇӐӉ ṓȈ

ϢȣǾɇ 

ǜ ẍ ɀ ȪʌɶɼɲəʦȤȓȢǧ Ȫ ȪȈ‮ ₓǧǱ͝ȻțȀ ʜʦɠʦɣǲȧהɎ

ȩȢȀȺȕǨ 

ǜ ḑɦʠɽəɗʞɬ ẍ ᾂ ȣǧ ӉȪɺɫɲʞӤȈ ȓǧϰȋḻ ɀϰȉ ȈẀӤȓǧ

ӐȧΔ҃ȣǱ ȀɀȕȀȺȝǲȇɅǧ᷉ḤȤȪȠȦȈɆȈ ȢɇǱ͝ȻɀȕȀȺȝǲɎ″ ȕɇ

̦ȾṖȄȢȀȺȕǨ 

ǜ ϰȋḻ ɀϰȉ ȈẀӤȕɇȏȤȧɄɆɦʒʘɾɹɖȴȪ ɋɆ ɀ Ѷ Ɏ Ȅɇ ͍ȧȦ

ɆȺȕǨ 

課   題 

 

地域でのイベント 

 

ʪҺϰȪḻ‮ ӆꜗɎ Ƚǧ ǧʑʞɴʢʫ 

ɞʫȪ ₵Ɏ˘Ȏɇ 

 

ʪͅ ȫẈ Ȧϰȉ ɎὋ ȕɇțȽȪɟɗɼ

ʜɗʦɎ Ϣȕɇ 

 

ʪͅ ȫ᷇ἹӐӉȧᾂ♪ȕɇ ᶌȪ Ϣ ǧ  

ӉȪɺɫɲʞӤ ɹʟʢʫɢ Ɏ ȕɇ 

 

ʪ ҺϰɎ ȕɇțȽȧǧͅ Ȉ ICTӤ 

ȦȥȧɄȟȢ Ӊ ᵖɎ Ƚɇ 

 

ʪ᷉ḤȪ ӆɀ ᴇȪ ȺɆȧ ȧ֠Ҳȣȉ

ɇɄȂȧǧ︠ḺɎ Τȕɇ 

【みんなの声】 

・（移住関連の話について）リモートワークの普

及によって、都市から離れた場所でも仕事がで

きるという状況になれば、移住のしやすい環境

になり、地域とのつながりもできるのではない

だろうか。 

Ǟɹʟʢʫɢ ṓȪ ϢȦȥǧ Ӊ ṓ

Ȫ ϢɎ ȕɇ 
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住みたい街ランキング（関西）の推移  20 位以内にランキングされた阪神地域の駅名 

2017 2018 2019 2020 2021 

1 位 西宮北口 1 位 西宮北口 1 位 西宮北口 1 位 西宮北口 1 位 西宮北口 

2 位 梅田 2 位 梅田 2 位 梅田 2 位 梅田 2 位 梅田 

3 位 なんば 3 位 神戸三宮 3 位 神戸三宮 3 位 神戸三宮 3 位 神戸三宮 

4 位 夙川 6 位 夙川 5 位 夙川 6 位 夙川 6 位 夙川 

11 位 宝塚 12 位 宝塚 11 位 宝塚 13 位 宝塚 12 位 宝塚 

12 位 芦屋川 17 位 芦屋川 17 位 芦屋川 17 位 芦屋川 13 位 芦屋川 

    20 位 西宮 20 位 西宮 19 位 尼崎     

            20 位 西宮     

       
 

2030年頃の中間像 

 

 

ʪ ɀ᷉Ḥ ӆȈȣȉǧ ᴇȪ ɀὋ Ȧ

ȥ Ȧϰȉ ɀ ɬɲɗʞɎὋ ȓȢȀ

ɇ 

 

ʪ ȪὋ ȧɄɆǧȀȖɈȇȈẔ ȓȢȾ

ȧᶰ ȓȦȀǧɮʫʈɹɖʀɶɻȈὋ

ȓȢȀɇ 

 

ʪ᷇ἹӐӉȦȥϰȉ ȪẀӤȧɄɆǧ Ӑȧ͒

Ȃ ᾥɀ Ȉ♆ ȣȦȋȦɇ 

 

ʪ ӉȤȫ Ȃ̳̋Ɏ ȔȢǧ ѶȈɀɆ

țȀ̳̋ɎὋ ȣȉɇɄȂȧȦȟȢȀɇ 

  

ʪ ӐȧΔ҃ȣǧẍ ɀ ȧǱ ȀɀȕȀȺ 

ȝǲȇɅ ╢ȧǱ͝ȻɀȕȀȺȝǲȤ Ȕɇ 

ɄȂȧȦȟȢȀɇ 

 

Ǟ Ȧϰȉ ɀ ɬɲɗʞȈὋ ȑ

Ɉ͝ȻɀȕȑɎὋ ȣȉɇ 

 

 

 

ʪὙ℅ǧ ḻ̽ẅȪ ᴇɀ᷉Ḥ ӆȪḻȪɨʫ

ɼʊʟɗɬȈȣȉǧ ɀ ȝȧɂȤɆȈ

ȣȉɇ 

 

ʪ Ȃ̦ȈȀȢǧ͝ȻțȀȺȝȧ͝Ȼ ȍɇȏ

ȤȈȣȉɇ 

 

ʪᾥ᷉͝ḤȤϰȋ᷉ḤȪ̌

Ȉ╢țɆҔȧȦȟȢȀɇ 

 

Ǟ᷉ḤȤ ᴇȤȓȐȤȈ Ȧɇ ɅȓɎ

Ὃ ȕɇ 

【みんなの声】 

・若者や会社員等が働きながらまちづくりに関わ

れるような活動の仕方を考える必要がある。 

 

【地域おこし活動者の声】 

・仕事と趣味、やりたいことの両立、重なりが増

えてくる。 

【雇用労働関係団体の声】 

・2019 年にスタートした国の働き方改革関連制

度により、長時間労働の是正や年次有給休暇の

取得について、経営者及び労働者の意識は変化

し、「ワーク・ライフ・バランス」の実現を目

指す動きは確実に高まっている。 

 

・一昔前までは企業に就職する際、将来性が就職

の決め手の上位にあったが、今は「ワーク・ラ

イフ・バランス」が上位にくる。 

 
芦屋浜上空 

出典：SUUMO 住みたい街ランキング関西版（リクルート調べ） 

Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 
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2050年にめざしたい姿 
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ʪἮ ɎԀ ǧᾚ ȓțǾȤȧлȯἮȲ ͍Ɏ

Ƞ̦ȈᾑȦȀ 

 

ʪὋ ͍ȣ ȀȢȉț ɀ ȧȠȀȢǧἮ

ȯȦȆȓȧɄɆʉʜɶɪʘɕɶʊȕɇ ͍Ȉ

ȦȀ 

 

ʪ ᷉ḤȧȫẈȋȪẍἮʪẍἮ ȈǾɆǧᾅ

Ɏ ◔ȣȉɇ ṓȧǾɇȈǧӶѶȧ

ȑɈȢȀȦȀ 

 

ʪɺɫɲʞ Ȫ ᾰȣǱ ̦ӤǲɀǱ ӆӤǲ

Ȉ Ȼǧ ̶ҲΌοӤȴȪ Ȉ ȤȦȟ

ȢȀɇ 

 

ʪ ȧɴʖʟʦɫȓțȀȈǧẔ Ȫ ˚

Ἴɀ ⱣȈǾɇțȽǧʂʫɼʞȈ Ȁ 

 

 

 

 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

2 

 

Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 

いつからでも誰でもスタートアップ 

Ǟ ͍̦ȈɬɠʞɎἮȯ ȗɇ ͍Ȉᾑ

ȦȀ 

 

ǜ ᷉ḤȫЯ⃰ ˙ȣȾẍἮ Ȫ ȈẈȀ᷉Ḥȣǧ׆ẍἮȣȫ ͍̦Ɏᾂ Ȥȕɇ Ǫ

ȦЫ ₿ȈὋ ȑɈȢȀȺȕǨ 

ǜ ᾃӤǧȺț ╩ ɀᾚ ╩ ȈẈ Ӥȕɇ ̻ȣȫǧ ȍȪἮȯט̦͍ ȓɀɬɠʞɕɶʊȪ

țȽȧ ₵ȣᾅ Ȧ Ɏ ◔ȕɇ ͍Ɏ ȽɇṶȾǾɆȺȕǨ 

ǜ Ѷ ȧȆȍɇ ȪɬɲʫɻɕɶʊɎ ȣȉɇȺȝɎ ȓȺȕǨ 

 

課   題 

 

  教育機関の数 

 各種学校 大学 短期大学 

国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立 

兵 庫 県 － 75 校 5 校 31 校 － 17 校 

阪神地域 － 23 校 － 10 校 － 9 校 

全県比率 － 30.7％ － 32.3％ － 52.9％ 

大学本部（事務局）の所在地により集計 出典：令和２年度学校基本調査。R2.5.1 現在 

 

 

ʪᾅΨἮ ǧẍἮɀẍἮ ȫǧ ͍̦Ȉ ₵ȣ

ᾅ Ȧ Ɏ ◔ȣȉɇɄȂȧǧ ˚

ȪậἮ ҈₵ɀǧ֫ ȓɀȕȀ ⁬Ȫ ὅ

Ȧȥȧ֪Ɇ ȼ 

 

ʪẍἮʪẍἮ ȫǧ Ȥ ǧ Ɏ╘

Ӥȓǧn ₪ȀѶ Ȫ ʊʠɣʜʓɎ ȓǧ

͍̦ȈἮȵɇ ͍Ɏ ЗȕɇǨ 

 

ʪҺϰҰȪ ꜗǧ ̶ҲΌοӤȪ ȤὋ

ȪțȽǧ ȴȪ Ɏ Ƚɇ 

 

ʪɫʚʉḑ ȪᾏЦȾ ȕɇͅ ȈṖȄɇ 

Ǟ ₵Ȧᾅ Ɏ ◔ȕɇ ͍Ȉ₪

Ȉɇ 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ ᷉ḤжȪẍἮɎ˨♅ȤȓȢǧἮȯȦȆȓ

Ɏ Ȥȕɇͅ ̦Ȫɬɠʞɕɶʊ ₿Ȉ

֤ȓȢȀɇ 

 

ʪԀ ŷᾚ ŷὅₓȤȀȂԄ˒ Ȧʜɗʈɨɗ

ɢʞȈ ȑɈȢȀɇ 

 

ʪ ǧ ǧ ȈȓɀȕȀ ṓȧẀӤȓȢ

Ȁɇ 

 

ʪɺɫɲʞӤȪ ᾰɀɨʉɬɢʝʊɪʚʦǧɪ 

ɚɕʝʦɣɛɦʁʒʫȪ ȣ Ȫѿ

Ȫ͜⅓ӤȈ ɏȣȀɇ 

 

ʪɫʚʉḑ Ȫ ֤ȤὅₓȪ╩ ӤȧɄɆǧ

͍̦ ȈἮȯ ȓɎ♆ Ȥȕɇ 

Ǟ ǧ ǧ ȴȪʂʫɼʞȈ͜ȋ

Ȧɇ  

 

ʪͅ ȤẍἮȈ ȓǧʝɞʟʦɻ ȣ ‟Ȫ

ҰɎ ȉ ȕȏȤȈ⁵ ӤȓȢȀɇ 

 

ʪɬɠʞɕɶʊ ₿ȣ ȧȠȍțҰȣ ǧ ǧ

Ȉ ȧȦȟȢȀɇ 

 

ʪ Ѷ ȣ ɀ ȓț̦Ȉ ȀǧȆ̏Ȁȧ 

ɬɲʫɻɕɶʊɎ ȕɇȺȝȧȦɇ 

 

ʪɬɲʫɻɕɶʊͅ Ȫ Ε Ȉ Ȁǧʁəʂə 

Ɏ᷉Ḥȧ ЕȓȢȀɇ 

Ǟ ǧ ǧ Ȉȓɀȕȋǧɬɲʫ

ɻɕɶʊɎ ȕɇȺȝȴ 

【商工団体の声】 

・起業・創業を目指す若者が、その技能・経験を身

につけるため、市内の多種多様な事業者が受け入

れる仕組みづくりを模索するなど、自分自身が起

業・創業する貴重な人材として市域の中で育って

いけるシステムを構築する。 

地域での学習機会 

 

 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 

 

2050年にめざしたい姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

○ 医療、介護、予防の仕組みと高齢者の持てる力を発揮しながら生活を継続できる支援や見

守りで、いきいき健康 100 年人生を送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪ ֱ̦ȪҢׇȈ ȋǧ᷉Ḥ ӆȪ Ȁ

Ȉ ᾑȓȢȀɇ 

 

ʪὅₓ●ȪɪɾɕȈẈ ᷉ḤȧȀɇȈǧ Ǿ

ɇɪɾɕȪ ҰȈ᷉ḤȡȋɆȧ ȎɅɈȢȀ

ȦȀ 

 

ʪ ꜗȪ Р֠ҲȈ ȺȖǧꜗҁ▓ҢѶ  

Ȉ ȓȢȀȦȀ 

 

ʪ ‮ ȧẲꜗ‮ Ȉ ẈȋȀɇ˒ ȣǧ

ⱴ ὅ ȴȪẲꜗȪ֠ ȫ͜Ȁ ȧǾ

ɆǧẲꜗʝʫɳʫȪ Ȉ ȺȦȀ 

 

ʪ ὕ ɨʫʆɬ̋ Ɏ҃ ȕɇ ȈȀ

ȪₒḂ ’ ȈЧᶵȧ ȵ͜ ȤȦȟȢȀ

ɇ 

 

ʪꜗ ᾑ ȴȪ Ȉ˚ ȓȢȀɇ 

 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

3 
Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 

多様な人々が住みやすいまち 
 

ǞɪɾɕǧẲꜗȈ ȣȉȢȀȦȀǧȺ

țǧᾑ Ȫ ȴȪ Ȉ˚ ȓȢȀ

ɇ 

Ǭ ᷉Ḥȫǧϕ℗ᾃᴍȈ ȋǧϕ℗ȦɪɾɕȈẈȀ᷉ḤȣȕȈǧ ȪḻȈ ɅɈȢȀȺȕǨȺțǧ

2021ₓȪɫɚʦɳʫɡʖɶʊ ȣ ȫ 156ȇᶵ˨ 120͛ȤК ᶵȪ˨ȣȾ ͜ʟʌʞȤȦȟ

ȢȀȺȕǨ 

Ǭ 2021 ₓ ǧ ‮ ȫǱʄʫɻɽʫɪɶʊὍ ҈₵ǲȧ ȕɇԂὅɎ ȯǧꜗ ᾑ

ȪɞɶʊʞȈЫᵪ͝ἹȪЦᾥɀ Ữˠט⁬ȍȪ ҴȦȥȪ ɨʫʆɬȦȥȈ֫ȍɅɈɇɄȂȧ

ȦɆȺȓțǨ 

○ ₓ ǧꜗҁǧ ὕȪ Ȫ Ȁȧ ɋɆȦȋǧ ȾȈ ѶɅȓȋ ȉɅɈɇ ͍ɎὋ ȓǧ ȧ

ȤȟȢȾ͝ȻɀȕȀȺȝɎ ȓȺȕǨ 

 

課   題 

 

 

ʪɪɾɕȈǧ ̦ɢʜʉȪȷȇȧ ȉȈȀɀϕ

℗ȡȋɆȦȥȪḻɎҥѰȣȉɇɄȂȧȕɇ 

 

ʪ ẲȤȾȧ̳̋Ȥἠ ȢɎ˥ ȣȉɇ ṓɎ

ϢȓǧὙ℅ɀ᷉Ḥ ȣ̦ Ȫ׆ ȧ♪

ȔȢẈ Ȧ ȉ Ȉ ʪὋ ȣȉɇ ͍Ɏ

ȕ 

 

ʪɫɚʦɳʫɡʖɶʊȪȦȀǧ ȾȈ֠ ȓɀ

ȕȀ҈₵ȡȋɆȧҵȽɇ 

 

ʪ ȈȀ ȧȤȟȢᾚҺȪḻȈẈ ȧȦɇɄ

Ȃǧ ὕ ɨʫʆɬ̋ Ȫ ᵈᴥȪ

ẍɀ ȧ֪Ɇ ȼ 

 

ʪSOGIEʂʜɬʔʦɻȪ ȧ֪Ɇ ȼ 

ǞǾɅɂɇ̦ǪȈʜɗʈɬɹʫɫȧ♪

ȔțẈ Ȧ ȉ Ȉ ʪὋ ȣȉɇ

͍ɎȠȋɇ 

 

地域でのイベント 

【地域コミュニティの声】 

・地域活動を手伝いたいがどこに行けばいいか分

からない人がいる。常設の場にふらっと立ち寄

り、コーヒーを飲んで話ができると、住民の「や

りたい気持ち」や「やるべきこと」を拾うこと

ができる。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪγ̦Ȫ ȉȈȀʪ Ӊ Ȥ᷉ḤȪɾʫɭȤ

ȪʑɶɴʦɣȈὝ ȧȦɆǧɦʒʘɾɹɖʆ

ɫʀɬɀɰʫɪʖʞʆɫʀɬȈ ɏȧȦȟ

ȢȀɇ 

 

ʪẲꜗȪ Ȉט˘ȓǧẈ ȦѶ ȣʝ

ʫɳʫȧȦɇ̦ȈṖȄȢȀɇ 

 

ʪ ȈȀ Ȉ ‟Ὃ ȣȉɇ ͍ȧȦȟȢȀɇ 

 

ʪSOGIEȧᾂȕɇ Ȉ ȺɆǧ Ȧ̦Ȉꜗ 

ᾑ ȣǾɇȏȤɎ֫ȍЦɈɇȏȤȈ  

ȧȦȟȢȀɇ 

Ǟ ȾȈǾɆȪȺȺȪ ѶɎ֫ȍЦɈ

ɅɈǧ ȼɄȂȦ ӆʪ ‟Ὃ Ȉȣ

ȉɇɄȂȧȦȟȢȀɇ 

 

 

 

ʪЕ ȦɪɾɕɀẲꜗȈ᷉ḤɦʒʘɾɹɖȪȻ

ȦɅȖǧͅ ȣȾ ҰɎ ȓȢȀɇ 

 

ʪ ͍ɀͅ ȦȥǾɅɂɇ ɀ ӆȧȆȀȢ

ɫɚʦɳʫȧɄɇₒ ȈὋ ȑɈȢȀɇ 

 

ʪẈ Ȧϰȉ ȪὋ ȣǧ ȈȀ ɀꜗ ᾑ

ȦȥȈǧ ѶɅȓȀɬɲɗʞɎὋ ȓǧЫ

Ȧѥ Ȉ ΡȑɈȢȀɇ 

 

ʪẈ Ȧ̦ǪȧȤȟȢ ɅȓɀȕȀ᷉ḤȣǾɇ

ȏȤȈǧ᷉ḤẅȧȾ ɅɈɇɄȂȧȦȟȢȀ

ɇ 

 

Ǟ ȾȈ᷉Ḥɀͅ ȣ ҰɎ ȓǧ

ȈȀ ȦȥȾ͝ȻɀȕȀ ͍ȧȦȟ

ȢȀɇ 

 

【地域コミュニティの声】 

・人口減少は税収の低減になり、年間一括交付

金での活動には限界がくる危機感を持ってい

る。そのために各地域がある程度収益性を図

り、活動を支え、かつ元気な高齢者にも活動

の場を提供できることが必要と考える。 

 

・「まちづくり委員会」は５年前から事業収入を

得る活動を行っており、更に拡大するため、

NPO 法人化した。 

〇 人種や性別といった表面的なものだけではなく、

価値観や考え方などに重点をおく「ダイバーシテ

ィ（多様性）」は、アメリカで始まったと言われてい

ます。日本でも、多様性を受け入れて活かすとい

う「ダイバーシティ＆インクルージョン」という考え

方が浸透してきました。企業にも働き手にもメリッ

トがあるこの考え方は、今後、より多くの企業で

取り組みが進み、実践されることが期待されてい

ます。 

L 女性の同性愛者（レズビアン） 

G 男性の同性愛者（ゲイ） 

B 同性愛者（バイセクシャル） 

T 
こころとからだの性の不一致 

（トランスジェンダー） 

Q 

こころの性別、恋愛の方向性が定まっていなか

ったり、その変化している途中であるなどの人

（クエスチョニング） 

＋ 
上記以外にもたくさんの性のあり方があること

から、包括的な意味を持たせるもの。 

 

 

 

SOGIE  

SO GI GE  

尼崎臨海地域 

Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 
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2050年にめざしたい姿 
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ʪ ԃɕɫɕǧԃ ˠ ᶵȇɅ׆ Ὃ ɀ

ἮȦȥ Л̽ẅȪ ȣ˒ὅ Ɏ ȣ

Ʌȕ̦ȈṖҲȓȢȀɇȈǧ֫ȍЦɈ͠҈Ȉ

ӶѶȣȦȀ 

 

ʪ ̦ ȈǧẅᶵȪ ɀ ӤȦȥȧȠȀ

Ȣ ˚ ȣǾɇ 

 

ʪ ѶȤ Ȧɇ ӤȪ̦ȤȪ Ȧ̛ Ȉ

ȓȀ 

 

ʪẅᶵ̦ȧȤȟȢ Ȫ ◔Ȉᶰ ȣǧἠȥ

ȾȪἮ ɀ᷉ḤȤȪɦʒʘɾɤʫɪʚʦȈᾑ

ȦȀ 

 

ʪẅᶵ̦ȧȤȟȢ᷉ḤȣȪ ȧ♆ Ȧ︠ḺȈ

͏ɋɅȦȀ 

 

将 来 へ の 取 組 

Ǟẅᶵ̦ȈṖҲȓȢȀɇȈǧ ̦ȤȪ

̛ Ȉ˚ ȓȢȆɆǧ♆ Ȧ︠ḺȈ͏

ɋɅȦȀ 

ǜ ᷉Ḥȧȫ Ȉ ɏȦɛʝɕȾǾɆǧѰ ȊҺϰ Ɏ֫ȍЦɈȢȉț᷉ḤȣȕȈǧ ₓȫǧ

Ὃ ȪțȽ᷉Ḥȣ Ʌȕẅᶵ̦ȾṖȄȢȉȢȀȺȕǨ 

ǜ ȓȇȓǧ ȪṢɀ Ȫ ȀȧɄɆǧ ȣ ȕɇțȽȧ♆ Ȧ︠ḺȈẅᶵ̦ȧ͏ɋɅ

Ȗǧ᷉Ḥ͝ ȇɅȕɇȤǧ ȧȦȔȾȂȤȫȓȦȀȤȀȂԍ ȧȦɇḻׇȾǾɆȺȕǨ 

ǜ Ȧɇ ӤɎ ȓǧדȔ ᷉Ḥ͝ ȤȓȢ Ɏ ȂẈ ӤЮ ͍ȪὋ Ȥ ȾȈɦʒʘ

ɾɹɖȣȀȉȀȉȤ Ʌȗɇ ͍ȪὋ Ȉ ȺɈȺȕǨ 

ǜ  

課   題 

 

 

ʪ ӤɎ ȝׇɋȗțẅᶵ̦ȣǾɇȇɅȏș

ȟȢȀɇ ꜗɀɬɠʞȦȥɎ ȇȓ ӆȪ

ḻɎ₪Ȏɇ 

 

ʪ ̦Ȥẅᶵ̦Ȫᾥ͝ șɈȚɈȈ ̏Ȫ

ɀ ӤɎ ɇ ͍Ɏ ȢɇɄȂȧȕɇ 

 

ʪ ǧ ᵋ ǧ̛ ̋ ȧɄȟȢ᷉ḤȧẈ

ȋȪ Ӥ Ɏ Ƞ̦ǪȈȀɇȤȀȂȏȤ

ȧᾂȕɇ Ɏ Ƚɇ 

 

ʪ Ɏ ȽɇȜȍȣȫȦȋǧ ᶵ

ҰȈ˚ӶѶȦẅᶵ̦Р ɀ ◒ȧ ᶵ

ɎὋ ȕɇ 

 

ʪɄɆẈȋȪ︠ḺȈẈ ȣ◔ɅɈɇɄȂȧȕ

ɇ 

 
【外国人の声】 

・他言語の表示があるが、英語を選択すると、情

報量が日本語表示の半分くらいになってしまう 

 

・日本人はほかの国のことをあまり知らない。ア

メリカにしか興味が無い。私がスペインのこと

を話していても、興味がなさそうで寂しい。 

 

・日本にいて困ったことはあまりないが、母は日

本語が分からないので、全部通訳している。 

Ǟ᷉Ḥȧ Ʌȕ̦ǪȈǧ ɀẅᶵȪ

ӤɎἮȯǧ Ӥ̛ ɎȕȕȽɇ 

Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 

多文化共生で人々がいきいきと暮らせるまち 

シナリオ 

4 

阪神なぎさ回廊 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ ӤȪ̦ǪȾ᷉Ḥȧ ȍ ɏȜ Ɏ ɇ

ȏȤȈȣȉɇɄȂȧȦɇ 
 

ʪẅᶵ̦ȫᾅɅ Ɏ֫ȍɇϘȣȫȦȋǧˮ͠

ȧ᷉Ḥɦʒʘɾɹɖȧ֠ ȕɇɄȂȧȦɇ 

 

ʪ ӆ ȣ͍ ȣȪ ᵊ ȫȷȸ ȓȢ

Ȁɇ 

 

ʪẈ Ȧ̦ Ȫ̦ǪȈ Ȫ˚ Ȧȋ Ʌȕ

ȏȤȈ ȧȦȟȢȀɇ  

● Ẉ ꜗɎ֫ȍЦɈɇȏȤȣǧ Ȥẅ

ᶵșɈȚɈȪ ȑɎ ȇȓț֪ Ȉ

ȺɈɇ 

●  

 

 

ʪᶵ ɀ̦ Ȧȥȧ ɋɅȖǧșɈȚɈȪγꜗ

ɀ Ӥ Ɏᾌ ȓǧẈ ꜗɎ֫ȍЦɈɇ

ȏȤȈȣȉȢȀɇ 

 

ʪ ǪȦḻ ȣẅᶵ̦Ȫ Ȉ֪ɆЦɈɅɈǧ

ȓȀΌο ɀ ӤɎ ȼ 

 

ʪẅᶵ̦ȾɦʒʘɾɹɖȪ˒ᴬȤȓȢ ȉ ȉ

Ȥ ӆȓȢȀɇ 

 

ʪ ǪȦɦʒʘɾɹɖȧȆȀȢǧẅᶵ̦Ȉ֠Ҳ

ȕɇȏȤȈ╢țɆҔȪȏȤȤȓȢ֫ȍЦɈɅ

ɈȢȀɇ 

ǞǾɅɂɇ̦ǪȈȆ̏Ȁȧᾌ ȓȦȈ

ɅЮ ȓǧ ȓȀΌο ɀ ӤȈ Ⱥ

ɈȢȀɇ 

尼崎北堀運河 

【国際交流団体の声】 

・外国人を支援対象として扱うばかりでは外国人

の自己肯定感が低下するので、社会参画を促し、

自身も社会の構成員の一員であると意識づける

必要性がある。 

 

・外国人県民とは対等に接する。まちづくりに関

しても、外国人県民の出身地での知見など、学

ぶことが多い。外国人県民には、日本人にはな

いスキルを持っている人が多い。 

 

・まちづくり分野でもチャリティ活動などは外国

人県民の方が、日本人よりも上手である。 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

32.4%

30.5%

34.0%

33.4%

28% 29% 30% 31% 32% 33% 34% 35%

外国人を見かけたり、外国人と接したりする機会

が増えていると思う人の割合

お住まいの市・町は、外国人にも住みやすくなっ

ていると思う人の割合

阪神 全県

Ⅰ 自分らしいスタイルが実現できるまち 

 

2050年にめざしたい姿 
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ʪ ᾺɎἻɇ ӆɀ֪ ȧ֠ҲȓțȀ̦ȈṖȄ

ȢȀɇȈǧ ȧ֠Ҳȣȉɇ ӆȈᾑȦȀ 

 

ʪ ᾺΡЧȪ Ȁ Ȉ˚ ȓǧ Ὰ ȈṖ

ҲȕɇȤȤȾȧǧ᷉Ḥ͝ Ȫ ᾑȧ͒Ȁ ȉ

Ὑɀ ȉ᷉ȈṖҲȓǧ ὕȈ₪ȈȟȢȀ

ɇ 

 

ʪɕəɻɼɕ ӆȈ̦ Ɏ ȽȢȀɇȈǧ͠

ȣȉɇ ͍ɀḻ ȈᾑȦȀ 

 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ 

5 
Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 

未来まで続く花と緑と里山 

Ǟ ᾺΡЧȧȇȇɇ Ȁ Ȫ˚ ȧɄ

Ɇǧ Ȉᶰ ȧȦȟȢȀɇ 

ǜ ᷉Ḥȧȫǧ ⃰―ɀẇ― ȀȪ ɀǧ Ὰ ЫᶿȦȥȪ ‮ ȣ Ȥ Ɏ ȓȽɇ Ұ

Ȧḻ Ȉ ẈȋǾɆǧ ẵȦ ɀ ṓɎΡЧȓȢȀȋ♆ ȈǾɆȺȕǨ 

ǜ ӥ ᷉Ḥȧȫ ʪ־ Ӥɀ Ẉ ꜗȦȥɎΡȠ ᾺȈ Ẉȋǧ ȦΡЧɎᶲɆǧ ꜗӤȧȠ

ȦȎɇțȽǧǱӥ Ὰԅ ᷉ḤȺɇȐȤʒʘʫɫɕʓ ǲɎ ȓȢȉȺȓțǨȓȇȓǧ

ₓᾑἠ ӤȧɄɇ Ȁ ˚ ǧ ȉὙɀ ȉ᷉ȪṖҲȧɄɇ ṓȪּקӤȦȥȈ ṓΡЧ

ӆȧ▐ Ɏ˛ȄȢȆɆǧ ṓɀ ᾺȪΡЧȧ ɋɇ̦ɎṖɀȕ♆ ȈǾɆȺȕǨ 

 

 

課   題 

 

 

 

ʪǱΡЧǲȤǱл ǲȈ˥ ȕɇ ӆȧ ♅Ȉ

ȺɆǧǱ ȟȢ Ȣǧ ȀȢǧ֠ Ҳȓ͠ ȕɇǲ

͍ɎṖɀȕ 

 

ʪ᷉Ḥȣ ӆɎȓȢȀɇ̦țȝȈ Ὰȣ Ӥ

Ȧ ӆɀ ǧɬʐʫɷɗʌʦɻȦȥɎͅ

ȓǧ̛ ֱ̦Ȫ ẍɀ ᾺΡЧȪ Ɏᵋ

ȕɇ ͍Ɏ ʪἮ Ȥ ȓȢṖɀȕ 

 

ʪ Ȫ ǧ˦ Ɏ Ϣȓǧ ẵȦ

ɎҥѰȕɇȤȤȾȧǧẈˠ̻Ȉ Ȁǧ̛ ȕ

ɇʊʠɫɚɢɻɎ᷉׆ḤȣὋ ȓǧ ɀ

ȧ ȧ ɋɇȏȤȈȣȉɇ̳ ȻɎ

Ƞȋɇ 

 

ʪ᷉Ḥȧ͝ȼ̦ǪȈ ȧ ᾺΡЧȧ֪Ɇ

Ȼǧ ͦ ὕɎȦȋȕțȽǧICTɎ֪ɆЦɈ

ț Ȫ ֤ȯ҃ ɎΖ ȕɇ 

Ǟ ᾺȪʈɔʦɀɨʐʫɲʫɎ ◔ǧ

ẍȕɇ 

【生産者の声】 

・茶道で使われる炭（菊炭）を使う人が減り、生

産者も減少している。木を切ることが再生に必

要だが、伐採や煙が出ることに対して移住者の

理解が得られない。 

【ひょうご北摂里山ライド】 

ꜛ ╦  

ὂḢ ᾕ ▀  

ᶚ  

ᵫ℗ ῖ ῢ ᶈ  

ӽ ᶨ ᴟ  

【森林の保全活動】  

ὂḢ 

▪ ԁ ╦

╦

“  
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令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査（阪神北県民局独自調査） 

 あなたは、森林ボランティアなど「北摂の里山」を守る活動や活動を支援する取り組みに 

参加したいと思いますか。 

区分 H29 H30 R1 R2 R3 
 

１）里山活動への意欲 
16.4% 12.1% 16.3% 16.0% 20.5%  

（回答１及び２） 
 

「北摂の里山」を守る活動に「すでに参加している」、「今後参加したいと思う」と回答 

した者は、近年 16％前後で推移していが、20.5％に増加した。 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ ᾺȴȪ Ȉ ȺɆΡЧ ӆȈ ȈɇȏȤ

ȣǧ͋ ͠ ɀ ǪȪҲ’ȦȥȈ̦ Ȫ ӆ

ȧȦɇ 

 

ʪ Ὰɀ ΡЧȧ Ӥȓțʏʜʦɹɖɕᶮ͠

ɀ ȦȥȪᾅ ὙȈ᷉׆ȣɕəɻɼɕʆ

ɫʀɬȤ ȓǧ Ȁ ȈṖȄɇ 

 

ʪ ȉὙɀ ȉ᷉ǧɝʫʊʦɬʍʫɬȦȥɎ

ȓ҃ ȧȠȦȎǧɕəɻɼɕʆɫʀɬȈ

ẍȕɇ 

 

ʪ ɀ Ȫᴃ Ȉ ϢȑɈǧ̦ Ȉ ȺɆǧ

ɎἻɇʏʜʦɹɖɕɦʒʘɾɹɖȈȣȉ

ɇ 

 

ʪɫʆɛ Ɏ ╢Ȣȧ ЛὌȈ ɈɇɄȂȧ

Ȧɇ 

Ǟ ᷉ḤȪ ȧ̦ ȈѰȢǧ Ɏ

Ἳɇ Ȁ Ȉ Ⱥɇ  

 

ʪ Ὰ᷉Ḥȧ͝ȼ̦ȈṖȄǧᾥ᷉͝ɀɨʫɼʊ

ʟɗɬȤȓȢȾ̦ Ȧḻ ȧȦɇ 

 

ʪȑȺȒȺȦ Ȁ Ȉ ȝǧ ᾺȈ ȓȋΡἥ

ȑɈȢȀɇ 

 

ʪ ͍ȇɅȪɕɢɮɬȪɄȑɎ ȇȓȢǧ

᷉ḤȪ Ɏ ȓȼ̦ȈṖҲȓǧɕəɻɼɕ

Ȉ ȓȢȀɇ 

 

ʪ ȓȀ Ȫ ʪ ṓȈ᷉ḤȣἻɅɈǧ

Ȧȥʪ Ȫᶬ⅔ȤȓȢᶵжẅȇɅȾ Ȁ

̦ ȈǾɇ 

 

ʪɫʆɛ ɀ ǧ֔ Ȧȥ ᷉Ḥ

ȈʉʜʦɼȤȦɆǧ᷉Ḥ Ɏ ȇȓțʆ

ɫʀɬȈ Ɇ ȟȢȀɇ 

Ǟ Ὰɀ ȪΡЧȤ̦ǪȪὅ͝ǧ

͝ǧ̛ Ȉ ȼ 

い～な！！さくら通り（猪名川町） 

阪神地域のハッチョウトンボ 

Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 

 

里山の風景 

2050年にめざしたい姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪẎ Ȫ Ȫ ᶿ ɀ◙Ҕ ǧֱ̦ Ȫ

ᾩֱ̦ ǧₑ ȪǾɇ ἠᶿ Ȧȥ

Ȫ ɀ Ɏ Ὧȣȉɇḻ ȈǾɇ 

ʪ ὓ ּɀ̭ ּȦȥ Ή ȧ Ȫ ־

∟ ȈǾɇ 

ʪ ṓɎἮȯɀȕȀḻɀ Ȉ ȇȦḻ Ȉ

‮ ȋȧẈȋǾɇȈǧӶѶȧ ȑɈȢȀ

ȦȀ 

ʪ ȦȊȑᶬ⅔Ɏ ȓȻȦȈɅ Ȫ ҰɎ

Ȕɇəɜʫɠʦɣɦʫɬɀɨɗɢʝʦɣɦ

ʫɬȈЧ ȣ ɦʫɬǾɇȈ ₵Ȉ͜Ȁ 

￮ ⃰―ʪ̭ ɦʫɬ 7.5 ˎ  

￮ ὓʪ ᶿɦʫɬ 10.5 ˎ  

￮ ᾟȟȏʝʦʝʦʪʠʫɼ 6ˎ  

￮ ⃰―ʪ ἠᶿɦʫɬ 10.5 ˎ  

￮ ᶿʪ ᾩɦʫɬ 9.5 ˎ  

￮ ᾟΰɦʫɬ 11.4 ˎ  

￮ ᾩɦʫɬ 6.1 ˎ  

 

シナリオ

6 

 

Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 

みんなが憩う阪神なぎさ回廊 

Ǟ ȦȊȑᶬ⅔Ȫ Ȉ͜ȋǧșȪ₵ה

ҰɎ͏Ȅɇ♆ ȈǾɇ 

課   題 

 

ǜ ȦȊȑᶬ⅔ȫǧᾟΰǧ ὓǧ ᾩȪ ᷉ḤȪ Ȫ ҰȈǾȱɈɇ ɀ ꜗȪ Ȁ

ΉȦȥɎ Ȳᶬ⅔ȣȕǨ 

ǜ Ⱥțᾟΰȣȫǧ ( ṓ)Ȥ ‮ ̦’ ṓ Ȉ ȕɇǱȦȊȑǲɎ᷉ḤȪɪʦʏʞȤȓȢ

Ȅǧᾟΰ 21ˠ Ȫ ȡȋɆɀᾟΰ л ʊʠɫɚɢɻɎ᷉Ḥ͝ ȤԂϰȣὋ ȓǧ Ȥ ‮

Ȫл Ɏᶲɇ ṓК ɎɆȋȡ‮ ȽȢȀȺȕǨ 

ǜ ̦ǪȪ ɅȓȧɂȤɆȤ ȀɎȾțɅȕ Ȥ ȇȦ ṓɎҥѰȓǧȻɏȦȈ Ȃʟɢʝɛʫ

ɪʚʦȪḻɎ ȓȺȕǨ 

 

 

 

ʪ ȪțȽǧ˘ט₵ ɀ‮ ᶮ͠Ȉ︠Ḻ

ΤɀȑȺȒȺȦ̛ ɗʌʦɻɎȕɇȏȤȧɄ

ȟȢǧ Ή Ȫ Ɏ PRȕɇ 

 

ʪ ȦȊȑᶬ⅔ȣȪɨɗɢʝʦɣɀəɜʫɠ

ʦɣȧ♆ Ȧ ϢɎ Ƚɇ 

 

ʪᾐȑȀἠȥȾȇɅ ȺȣȪ ȾȈǧ

ṓȪẍѷȑɎȀȠȣȾἮȲȏȤȈȣȉɇ

͍ɎȠȋɇ 

 

ʪǱᾟΰȪ ˨ẓ ᷉ǲȣȫʛɟɀʒɾɠʖʦʊ

ȪɗʌʦɻɎ ȧЗὋȑȗǧǱᾟΰ 21ˠ Ȫ

ǲȣȾɬʐʫɷɎ ȓȻǧɬʐʫɷɀ Ȫ

ɗʌʦɻȈ ɏȧ ɋɈɇɄȂȧȕɇ 

 

将 来 へ の 取 組 

Ǟ Ή Ȫ Ɏ ȟȢȾɅȂ 

【尼崎の森について考える団体の声】 

・尼崎の運河は、綺麗ではあるが人がいない。 

オランダの運河では情報がたくさん発信されて

いる。この地域がオランダのようになれば良い。 

西宮ヨットハーバー 尼崎21世紀の森 環境学習 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ ȦȊȑᶬ⅔Ȉ ȤȓȢ ₵Ȉט˘

ȓǧ̦ǪȈ Ȁǧ ȓȽɇɄȂȦḻ ȧȦɇ 

 

ʪ Ȥ Ȫ Ȉ ȻǧẈ ȦḻɎ

Έȣȉɇ ҃ ṓ ȈẈȋǾɇ 

 

ʪ ᷉ḤȈ ṓȧЌȓȀȺȝȤȓȢ  ȧȦɇה

Ǟ Ȫ ṓɎ ȇȓț ҰȪǾɇ

ȦȊȑᶬ⅔ȧȦɇ  

 

ʪ Ȥ̦ ȪЮ ȧᾂȕɇ Ȉ Ⱥɇ 

 

ʪ ᷉ḤȪẈˠ̻Ȉ ȂḻȤȦɆǧ̛ ȕɇ

ӆḻ ȤȓȢȧȊɋȀǧ Ȫ˒ ȧȦȟ

ȢȀɇ 

 

ʪ ȦȊȑᶬ⅔Ȉ᷉ḤẅȪ̦ȇɅȾ̦ ȧȦ

Ɇǧ ȀȪḻȧȦɇ 

 

ʪ Ȥ̦Ȥ ȤȪ ẵȦЮ ΕɎ ȉǧ

Ȧ ᾰȈֻ Ȧ ṓК ᷉ḤȧȦɇ 

Ǟ Ή Ȫ Ȉ̦ǪȪ ȀȪḻǧ

ʟɢʝɛʫɪʚʦȪḻȤȓȢ ɋȂ 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

【尼崎 21 世紀の森構想について】 

尼崎臨海地域は、重化学工業を中心に、日本の産業経済をリードしてきま 

したが、近代化の過程においてかけがえのない自然を失うとともに、公害の 

発生など環境面での課題や、近年の産業構造の変化等による工場等の遊休地 

が発生していました。 

このような状況を踏まえて、尼崎臨海地域を魅力と活力あるまちに再生す 

るため、人々の暮らしにゆとりと潤いをもたらす水と緑豊かな自然環境の創 

出による環境共生型のまちづくりをめざして、兵庫県では「尼崎 21 世紀の 

森構想」を平成 14 年 3 月に策定しました。 

  この構想策定後、この構想に賛同する多くの主体が中心となって森づくり（まちづくり）に取 

り組み、工場等の遊休地は減少しました。引き続き、貴重な資源である運河や工場の景観など特 

徴を活かした取組を県民・企業等の参画と協働により進めていきます。 

【尼崎の森について考える団体の声】 

・尼崎をベネチアのような住宅街にするという考え

方もある。ゴンドラがあったり、家があったり。

30 年くらいの期間であれば考えることができる。 

Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 
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2050年にめざしたい姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

○ 医療、介護、予防の仕組みと高齢者の持てる力を発揮しながら生活を継続できる支援や見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪ ʕɳɾɭʓȧȠȀȢ ȣȫǾȺɆ

ɅɈȢȀȦȀ 

 

ʪ ʕɳɾɭʓȪͦᴥȫǧ∟ ʪ Ἦʪ

ȦȥẈιȧɋțɇ ͦᴥͽ  

 ∟ ʪʪʪᾟΰ‮ ₩ ǧ ⃰ẍ ǧ

Ἦ ẍἮǧʛɼɦə ǧ

ẲἮ ǧ ἠᶿ͍ ǧὊṉ Ӥҥ

ǧ ₒ Ὑ͝Ἱ 

 Ἦʪʪʪ ΰ ˒ Ǳ ǲ 

 ʪʪʪ ♥℗˒ ʃɗɝʝʦ  

 ʪʪʪᾐѰ  

 

ʪ ♁ȤȦɇ∟ Ȧȥȫ Ȥ Ȉȇ

ȇɇțȽǧ ɀΡἥȈ ȓȀ 

シナリオ

7 
Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 

再発見で魅了する「阪神間モダニズム」 

地域と趣味としごとが重なる暮らし 

●阪神間モダニズムの認知度が低く、その

魅力を伝える必要がある 

ǜ ʕɳɾɭʓȤȫǧ ȇɅ ᴒѿ ȧȇȍȢǧd ẍ Ȥ Ȫ ȧ͛ ȕɇ

Ȫ Ȫ͝Ἱ᷉ ȧɄȟȢ ȺɈț țȦʜɗʈɬɲɗʞǧ ӤǧΌο ȦȥȪ ̻

Ȫ Ɏ ȓǧ╢ Ȫ ҥ Ȧ∟ ȦȥȇɅșȪ ἠɎȂȇȈȂȏȤȈȣȉȺȕǨ 

ǜ ʕɳɾɭʓȏȪ᷉ḤȣȂȺɈț Ȫ ӤȣǾɆǧ ˠ̻ȧ┘ȉ ȀȣȀȋȵȉȾȪȣȕǨ

ȓȇȓ ₵Ȉ͜ȀȺȺȣȫ Ȫ ȤȤȾȧ Ȉᶰ ȤȦɆȺȕǨșȪțȽǧɦʫɺɖʀʫ

ɲʫȦȥᾅ Ȧ̦ Ɏ ȓțɆ ȕɇ᷉Ḥ ɎȺȝȡȋɆȧ ȇȓțɆȓȢǧ ʕɳ

ɾɭʓȪΡἥǧ Ɏ ȓȺȕǨ 

将 来 へ の 取 組 

 

ʪẍἮɀ ǧNPOȦȥȈǧẍἮǧ ǧԅ

ǧЫЮ Ɏ ȇȓț ʕɳɾɭ

ʓȧȠȀȢȪἮȯȪḻɎȠȋɇ 

 

ʪ ȦȥȈἠȥȾȇɅẍ̦Ⱥȣⁿ₪Ȁˠ̻Ȫ

Ɏ ẍȕɇțȽǧɗʌʦɻɎ Ȃ 

 

ʪ ʕɳɾɭʓ ∟ Ȧȥ ɎΡἥǧ

ȕɇțȽǧ₪ḺɎ ȧ ȂȤȤȾȧǧXR

ȪɦʦɹʦɷɎͦ ȓǧɝʈʜɗʦʪɝ

ʦʜɗʦɎᵊɋȦȀ ʕɳɾɭʓ‗ɆɎ

ȕɇ 

 

【文化団体の方の声】 

・阪神間モダニズムの影響を受けた風光明媚な場

所での文化発表は魅力のひとつ。 

  京都、奈良等の歴史ある街に近いことから伝統

的な文化に対する興味は人々の中に宿っている

部分もあると思う。 

 

【文化団体の方の声】 

・阪神地域は「阪神間モダニズム」に見られるよ

うに、古くから文化芸術を大切にしてきた風土

と歴史があり、多くの芸術家が在住、活躍する。 

 

●幅広い人に阪神間モダニズムを知っても

らう 

あにあんフォトコンテスト 2020 阪神間モダニズム賞 

ᾫ Ệ ˢ ≤◕ ≤◕ ᾫ Ệx 

Ờӻ  

課   題 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪẍἮɀ ȦȥȣἮɏȜ̦țȝȇɅʊʠɺ

ʘʫɨʫɀɦʫɺɖʀʫɲʫȦȥǧᾅ Ȧ

̦ Ȉ ȝǧ∟ ȪΡἥǧ ȴȪ ӆȧ

Ⱦ ȧ֪Ɇ ɏȣȀɇ 

 

ʪXR Ȫ Ɏ ȇȓȢ ʕɳɾɭʓȪ

ɀ־ ӤȈẈȋȪ̦ȧ ɅɈǧ ʕɳɾ

ɭʓȪʈɔʦȈ᷉ḤжẅȧṖȄɇ 

 

ʪ ʕɳɾɭʓɎ ɇȏȤȣǧ͝ ɀ ɋ

ɇ̦Ȉ᷉Ḥȧ Ɏ ȝǧ᷉ḤʊʜɗɼȈ

ȋȦɇ 

●阪神間モダニズムに関心が深まる 

 

 

ʪʊʠɺʘʫɨʫɀɦʫɺɖʀʫɲʫȈ ʕ

ɳɾɭʓɎ ȓȼɷɕʫɎ Ϥȓ̦ ȧȦɇ 

 

ʪXRȦȥȪК Ȉ ȧ ȑɈǧȀȠȣȾ

̦Ȉ ȺɆǧ ȓȼȓȇȍȈ ȈȟȢȀɇ 

 

ʪֲȀȾȪɎẍѷȧȓȦȈɅǧ ȓȀ Ȅ ǧ

Ӥɀ AI ̦’ ȦȥȪ Ɏ֫ȍЦɈȢ

ᾰȑȗǧ ᷉ḤȪ Ӥɀ Ɏ ȓȢȀɇ 

 

ʪ ʕɳɾɭʓȪ ȈὋ ȓǧ țȦ᷉Ḥ

ȡȋɆɀȺȝȡȋɆȧ ȇȑɈȢȀɇ 

 

●阪神間モダニズムに関する取組が発展

し、継承される仕組みができている 

武庫川女子大学甲子園会館 

（旧 甲子園ホテル） 

あにあんフォトコンテスト 2017金賞 

「芦屋川桜模様」 高橋一吉さん 

 

日本初の都市間電気鉄道として 

開業した阪神電鉄 

XR VR AR MR  

甲子園住宅経営地鳥瞰図/昭和 5 年(1930) 
甲子園エリア、娯楽・スポーツ施設、学校、病院などが充実したガーデンシティの先駆けとして開発された。 

提供：阪神電気鉄道株式会社（社史より） 

Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

○ 医療、介護、予防の仕組みと高齢者の持てる力を発揮しながら生活を継続できる支援や見

守りで、いきいき健康 100 年人生を送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪἠȥȾȫ ͍ȤȪ Ȉ ɅɈȢȆɆǧ͠

Ἦ ɀɗʌʦɻȦȥẈˠ̛̻ Ȫ ͍ȈᾑȦ

Ȁ 

 

ʪ᷉ḤȪ ־ ӤɎȫȔȽǧ᷉Ḥ Ɏ ɇ

͍ȈᾑȦȀ˨ȣǧ᷉ḤȪ ȣẈ ȪἮ

₿ȈǾɇȾȪȪǧẈȋȪ̦ȈἮȯ ȓɎȣȉ

ȢȀȦȀ 

 

ʪἮȯ ȓȈ ᴇȪ ȧ֨ȺɅȖǧἮȯȇɅ

᷉Ḥ ӆȧȠȦȈɇ̦ Ȉ♆ ȣǾɇ 

 

ʪἮ ǧὙ℅ ǧ ͍ ǧ Ӥ ӆǧ

ɬʐʫɷ ӆǧʟɢʝɛʫɪʚʦ ӆǧʏʜ

ʦɹɖɕ ӆǧͅ ж ǧ ᴇȧɄɇ ӆ

Ȧȥǧ Ἦ Ȫ ꜗȈ ȺȟȢȀɇ 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

8 
Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 

生涯の学びと次世代につなぐ阪神文化 

Ǟ͏ ɀ ӤȧȠȀȢȪ Ȉ″

ȣǧșȪ ҰɎ͏Ȅɇ♆ ȈǾɇ 

ǜ ǱЯ⃰Ȫɂțȇȑ ǲ ȣȫǧ͝ɏȣȀɇ᷉ḤȪȏȤȧ ♅ȈǾɇ̦ȪҢׇȈǧ ж

Ȫ̴᷉ḤȤ ȵ ȀҢׇȤȦȟȢȀȺȕǨ 

ǜ ᷉Ḥȫ ȪǾɇԅ ǧ ɀʎʫʞǧɬʐʫɷ ȾǾɆǧ᷉ḤȤ˒͠ȤȦȟț

ӆɀǧɬʐʫɷ ӆȈᾰ ȑɈȢȀȺȕǨ᷉ḤȧȫЫ ȾẈ ǾɆǧ᷉Ḥ͝ ȪȠȥȀȪḻɎ╩

ȕɇȜȍȣȦȋǧ᷉ḤȪȏȤɎἮȲḻȤȓȢȾ ΈȑɈȢȀȺȕǨ  

ǜ ȏɈɅ ȧǾɇ ȣǧἮɏȜ̦Ȉᾅ Ȧ̦ ȤȦȟȢǧ ᷉ḤȪ Ἦ ɎȑɅȧ ᾰȑ

ȗȢȀȋȦȥǧ ӤȪ ȧ֪Ɇ ȻȺȕǨ 

 

課   題 

 

 

 

ʪ̂₥Р ȇɅȪ ͠ ɀᾐ˨Ἦ Ȫ

ȣ᷉Ḥ Ӥȧ Ɉɇ ͍ɎṖɀȕ 

 

ʪᾟΰḞǧ ǧ ᴥ ǧ ὓ ǧ˘

῝ ǧ˗ ˽ Ὑ Ȧȥǧ᷉ḤȪ ־

ȧȠȀȢǧ᷉׆ȣӃ╘͍ɀ͠ Ἦ Ɏ Ϥȓǧ

᷉ЕȪ ҰɎ Τȕɇ 

  

ʪἮ ǧẍἮ Ἦ ǧ ɀԅ ǧЫ ǧ

NPOȦȥȪ᷉Ḥᶮ͠Ȉ᷉ḤȤ˒ ȧʢʫɢɪ

ʚɶʊɎ ϤȓǧʈɔɪʝɹʫɲʫȦȥǧἮ

ȯɎȠȦȀȣȀȋ̦ Ɏ ȕɇ 

【みんなの声】 

・子どものころの体験は地域への愛着にもつなが

るため、歴史文化をはじめ地域のことを知る機

会が必要である。 

ǞἮȯȪ ͍ɎȠȋɆǧᾅ Ȧ̦ Ɏ

Ȣɇ 

【学生起業家の声】 

・中学生や高校生でも「地域でこんなことができ

る」「何かしてみよう」「起業してもいい」と思

える機会や、学びのためであれば何をしてもい

いという場所があればいい。自分でプロジェク

トをやってみる機会を多く与える事が大切だと

思う。 

 

多世代交流による文化学習 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ᷉Ḥȧ͝ȼ̦Ȫ ᷉ḤȪ ɀ־ ӤȴȪ

₵Ȉט˘ȓǧ᷉ḤʊʜɗɼȈ ȑɈɇ 

 

ʪἠȥȾɎȫȔȽǧ ȾȈᾅ ὙȧɄɇ᷉ḤɎ

Ἦȯ ɇ ͍ʪ ₿ȈЗὋȓǧ ♅ɀ Ȉ

Ⱥɇ 

 

ʪ᷉ḤȪ̦ǪȈȀȠȣȾǧ ȧἮ ͍Ɏ

ȓἮȲȏȤȈȣȉǧșȪ Ȉ᷉Ḥɀ ͍

ȇɅ ΌȑɈɇɄȂȧȦɇ 

Ǟ᷉ḤɎ ɇȏȤɀ ᴇȪǾɇȏȤȦ

ȥǧἮȯɎ ȽɇȏȤȧ ♅Ȉ Ⱥɇ  

 

ʪ᷉ḤȪ ɀ ӤȪ֔͠ ɎẈȋ◔țἠȥȾ

Ȉ᷉Еȧ Ɏ ȝǧ ȧ᷉ḤȪȏȤɎἮ

ȲɄȂȧȦɆǧ ˠ̻ȴȦȈɇ 

 

ʪ ȇȦ᷉Ḥ Ȫ˨ȣ₥РȇɅɪɾɕᾴȺȣ

ʜɗʈɬɲɗʞȧ♪Ȕț ǪȦἮȯȪ ͍Ȉ

ǾɆǧ᷉ḤɎȠȋɇ֔ӆҰȧȠȦȈȟȢȀɇ 

 

ʪ ǧ ǧ־ ӤɎ ȇȓǧ ᷉ḤȦɅȣ

ȫȪ ȓȀ ɀ Л Ɏ ȻѰȓȢȀɇ 

 

ʪֲȀȾȪɎẍѷȧȓǧ ȓȀ Ȅ ɀ XRȦȥ

Ȫ Ɏ͵ȀȦȈɅǧ ᷉ḤȪ ӤɎ

ȓȢȀɇ 

 

Ǟ᷉Ḥ ɎἮȯǧȑɅȦɇ ᾰɎȓȦ

ȈɅ ᷉ḤȪ ӤɎ ȓȢȀɇ 

【みんなの声】 

・「やりたい気持ち」や「やるべきこと」を拾い上

げる場所には、面白い発想がうまれると思う。 

・オンライン化が進むからこそ、情操教育に力を

入れてほしい。アナログな部分も大切である。 

 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

【阪神地域オープンミュージアム無料開放ＤＡＹ】 

 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

64.3%

35.4%

63.7%

37.0%

30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70%

住んでいる地域の子どもは、伸び伸びと育って

いると思う人の割合

住んでいる地域では、心の豊かさを育む教育や

活動が行われていると思う人の割合

阪神 全県

Ⅱ 自然、歴史、文化が息づくまち、人を育てるまち 

 

2050年にめざしたい姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

○ 医療、介護、予防の仕組みと高齢者の持てる力を発揮しながら生活を継続できる支援や見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪神地域住宅街 写真 

シナリオ

9 

 

 

 

ʪ ȓțɾʘʫɲəʦɀ ȇɅȫ ᾴ

Ȫ ѰȈ ȉǧ ӤȈ ɏȣȀɇ 

 

ʪἠȥȾȪ Ȉ Ɇǧἠ Ȣˠ̻Ɏᾂ Ȥȓț

҃Δ ȈᾑȦȋȦɇȦȥǧἠ ȢȪȓȧȋ

ȀȺȝǧ ȧȤȟȢ Ұȧ ȍɇȺȝȧȦ

ɆȠȠȦɇ᷉ḤȈǾɇ 

 

ʪЫЮ̛ Ȫ ɀΔ Ȫ ᾑȦȥǧɛʝ

ɕжẅɎ ȲЫЮ̛ Ȫ ΡȈᶰ ȧȦ

ɆȠȠǾɇ 

 

ʪ ȓȢȀɇЫЮ̛ Ȥ҃ ͜ ȧɄ

ɇ ᶰ Ȧ᷉ḤȈἥ᷇ȓǧ ӆ Ȫ „

Ȉ ǧ ɀ ὕ Ȫ ɀ ӐȈ˚Δ

Ȧ᷉ḤȈǾɇ 

 

将 来 へ の 取 組 

Ⅲ みんながつながるやさしいまち 

世代を超えてつながるまち 

●高齢化にともない、オールドタウン化が

進んでいる 

ǜ ȇȠȢ ὓ―ǧ‮ṉὊǧ‮ ˗ǧ‮ ǧ‮ ―ה ȧȆȀȢ ȑɈțɾʘʫɲəʦȫǧₓǪ

ӤȈ Ȼǧ ᴃ ȤȤȾȧǧ Ȁˠ̻Ȫ ѰɀЫЮ̛ ᵊ ȦȥȪᾂ♪Ȉ♆ ȧȦȟȢȀ

ȺȕǨ 

ǜ ɪɚɕʝʦɣɞʫǧᾐḑʕʆʝɹɖȪ ɀἾЧ ӆ ȦȥȪὋ ɀ ֤ȧɄɆǧɣ ̻ȧ ΕȦ

ȋ͝ȻɀȕȀȺȝɎȠȋɆȺȕǨȺțǧ Ȁˠ̻Ȥ ὧȦ ˠ̻Ȉ̛ ȓǧ ˠ̻ȇ

ɅȪἠ ȢȪɨʐʫɻɀɕɼʃɗɬȣ Ȁˠ̻Ȫ˚ἼȈ ȕɇǧɣ ̻Ɏ ȄȢȠȦȈɇȺȝɎ

ȓȺȕǨ 

課   題 

 

 

 

ʪ ȉὙɀЫᵪ͝ἹȪ Ɏ ȓ҃ ȧȠȦ

ȎțɆǧʝʁʌʫɪʚʦȧɄɆ ҰɎט˘ȑ

ȗɇ 

 

ʪ ȫ ˠ̻ɀʈɔʒʝʫᾴȪ͝Ἱ Ρȧ

ȠȀȢ ȧ ȕɇ 

 

ἠ Ȣˠ̻Ȉ͝ȻțȋȦɇɄȂȦ︠Ḻ̛ Ȫ

ŝḻŞɎǧɦʫɺɖʀʫɻȕɇ̦ Ɏ ȓǧ

жὝɎЗὋȑȗɇ 

 

ʪ ȣȫǧ ȧǾɇ ȇȦ Ɏ ȇȓǧ

ǪȦ₱ ɀʟɫʖʫɎᾰ ȑȗɇȦȥǧ

ᴃ‮ ȪɛʝɕȾןȽț Ұט˘ȧ֪Ɇ ȼ 

 

ʪ ɀ Ɏ ȋȺȣ ȵȦȀ Ȫ

ᵈᴥɎ Ṹ Ⱥȣ ʃɬȣ ȕɇǱ

Ὄ ǲȦȥǧ țȦɾʫɭɎ Ɇ ȏȓǧ

ȺȝȤ ɎȠȦȌ Ȫ Ȥ҃Δꜗט

˘ȧ֪Ɇ ȼ 

 

地域でのイベント 

 

●まちの活性化と、周辺地域の魅力向上

に取り組む 

【運輸業者の声】 

・高齢者の社会参画、労働参加の必要性が高ま

っているため、移動手段の確保が課題である。 

 

・ラストマイル問題 (バス停から自宅までの移

動手段がないこと) の発生や学校統廃合に伴

う通学手段の確保も課題である。 

MaaSMobility as a Service  
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を 

 

 

2030年頃の中間像 

 

 

ʪ ȝ Ȁț͝ ṓȣἠ ȢɎȓɄȂȤȕɇ

Ȁˠ⁬ȈṖȄȢȀɇ 

 

ʪК ˠ̻ȇɅ РȪɕɼʃɗɬɎȾɅȄɇ

ŝḻŞȈȣȉǧˠ̻Ɏ Ȅț᷉ḤƠ̈̄ Ȉ

Ⱥɇ 

 

ʪɾʘʫɲəʦȪᴃ ȣɣʜʦʇʦɣȦȥȪ

ȓȀ ẅḑʟɫʖʫȪ̦ Ȉ ȺȟȢȀɇ 

 

ʪMaaSȪ Ɏ ȓțɺʑʦɼ̛ ȪὋ Ὃ

ɀ ӆ ȪЫ Ὃ Ȧȥ ˠ̻ʕʆ

ʝɹɖᾏЦȧטȍț֪ Ȉ ɋɈȢȀɇ 

●世代を超えたつながりができる 

  

 

ʪ ͝ἹȾןȽȢ ͝ȓɀȕȀ ṓȈ Ȁǧ

ǪȦˠ̻Ȫ͝ Ȉ ɅȓȢȀɇ 

 

ʪἠȥȾțȝȤ Ơ̈̄ Ȉ ȺɈȢȀɇ 

 

ʪ᷉Ḥȣ ȧ ȺɈɇḻ ɀɦʒʘɾɹɖȈ

ȣȉȢȆɆǧɪʦɣʞȣȾ֠Ҳȣȉɇɦʒʘ

ɾɹɖȦȥǧ ǪȦ͝ ȈɂȤɆɎ ȟȢɦ

ʒʘɾɹɖȧ֠ҲȓȢȀɇ 

 

ʪ͝ ɅȈȣȉɇɨʫʆɬɎ ΈȕɇȦȥ͝

ṲƠ̈̄ד Ȉ ɏȧȦɆǧ țȦʆɫʀɬ

Ⱦ ȺɈȢȀɇ 

 

ʪ ȣȫ ̽ẅȧȾ ǪȦ̋ Ȉ ɋɈ

ȢȆɆǧ ǪȦₓ̻ȪẈ Ȧ̦ǪȈ ɅȓȢ

Ȁɇ 

 

ʪ Ȥ‮ ȈȥȝɅȾ ȣǾɇ ṓɎ ȇ

ȓȢǧ ǪȦʟɫʖʫɎ ȓɏȣȀɇ 

 

ʪ᷉׆ȧ ӆ Ȫ ɀⁿ₪Ȁˠ̻Ɏᾂ ȧ

ȓțʕʆʝɹɖǧ ӆ Ȫ ֤Ȉ Ȼǧ

ǧ ὕ ȈⱠ ȧ ӆȣȉțɆǧȉȽ

ȇȦ ȈȠȋɅɈțɆȓȢȀɇ 

●ゆとりがある、成長できる環境で誰もが

望むくらしができる 

【運輸事業者の声】 

・MM (モビリティマネジメント) 活動として、高

齢者、学童を対象に安全教室を開催し、バスの

死角などを知ってもらい事故防止に努め、あわ

せて利用促進活動も行い将来の公共交通利用者 

の創出に繋げている。 

【暮らしていたい場所】 【働いていたい場所】 

30 年後、 

暮らしていたい場所、 

働いていたい場所は 

どこですか。 

阪神地域管内の高校生と大学生へのアンケート調査 

多世代交流による地域学習 

Ⅲ みんながつながるやさしいまち 

 

2050年にめざしたい姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ

10 

 

 

 

ʪἮ ɀ͍ ̽ẅȣȠȦȈɆȪͦɆ ȈɋȇɅ

Ȗǧ̦Ȥ̦ȤȪȠȦȈɆȈ″ ȧȦȟȢȀɇ 

 

ʪἠȥȾȪ Ȫ ᾑɀ ᾥ ̦ȪṖҲȦȥǧἬ

Ȧ̦ȈṖȄȢȀɇ 

 

ʪ ҴȍɎ ȽțɆǧּצȻɎ ȣȉɇɄȂȦ 

̦Ȉ᷉ḤȧȀȦȀ 

 

ʪʜɗʈɬɲɗʞɀᵰẵȪẈ Ӥȧ͒ȀǧȏɈ 

ȺȣȪɄȂȦὤ₵Ȫ ȀȠȦȈɆȜȍȣȫɾ

ʫɭȧׇɋȦȋȦȟȢȉȢȀɇ 

 

ʪ ἥȪɦʒʘɾɹɖȧ֠ҲȕɇȏȤȧ Ȁʂ

ʫɼʞɎ Ȕǧ ȧ֠Ҳȣȉɇɦʒʘɾɹ

ɖȈȦȀ 

 

ʪɦʒʘɾɹɖɎ ȕɷʫʞȪ ȾѶȇɅȖ

ȕȪȈẍẀȣǾɇǨ ȧ Ц ȧȤȟȢȫǧ

ȥȪɄȂȦɦʒʘɾɹɖȈǾɇȪȇѶȇɆȧ

ȋȋǧ֠ҲȕɇȏȤȈ ȓȀǨ 

 

 

将 来 へ の 取 組 

Ⅲ みんながつながるやさしいまち  

自分にあった“つながり”に参加できるまち 

Ǟ᷉ḤȤγ̦ȪȠȦȈɆȈ″ ȧȦȟ

ȢȀɇ 

ǜ ̻ ͍ȣȫǧγǪ̦ȪʜɗʈɬɲɗʞȪẀӤɀẈ Ӥǧ Ȫ˒̦ ɅȓȪṖҲȧɄɆǧ̦Ȥ

̦ȤȪ ɈׇȀȪ ͍ɀ ΕȈ″ ȧȦȟȢȀȺȕǨ 

ǜ ₓ ɀꜗҁǧ ӆ Ȧȥȧ ΕȦȋǧ ȄׇȂȠȦȈɆȈ ȑɈǧҴȍȈȷȓȀ̦ȤҴȍțȀ

̦ȈȠȦȈɇȏȤȈȣȉɇ ȾȈ͝Ȼ ȍțȋȦɇɄȂȦȺȝɎ ȓȺȕǨ 

 

課   題 

 

 

 

ʪɠʖʦʊɀʃʫʌɠʘʫȦȥǧ᷉Ḥˮ͠Ȫ˒

͠ Ɏ ȕɇɗʌʦɻ Ɏ Ȁǧ᷉ḤȪ

̦ǪȈȱɈǾȂ ͍ɎȠȋɇ 

 

ʪ ˙ ȪǾȀȑȠɀ ἻɆʄɻʠʫʞȦȥȧ

ɪɾɕˠ̻Ȉ ɋɇȦȥǧ ǪȦˠ̻ȈȱɈ

ǾȂ̳ ȻɎȠȋɇ 

 

ʪ ҴȍȈȷȓȀ̦Ȥ ҴȍɎȓțȀ̦Ɏ᷉Ḥ

ȪȦȇȣȠȦȎțɆǧּצȻɎ᷉Ḥȣ ȣȉ

ɇɄȂȦ̳ ȻɎȠȋɇ 

 

ʪ ἥȪɦʒʘɾɹɖȪ︠ḺɎɝʫʊʦȧȓȢǧ

ɦʒʘɾɹɖȈǾɇȏȤɎѶȇɆɀȕȋȕɇ

ȤȤȾȧǧɦʒʘɾɹɖϘȇɅȾṶɎ ȍɇ

Ȧȥ֠Ҳȓɀȕȋȕɇ 

 

ʪʑɶɴʦɣɕʊʝȦȥȪ ȧ ȓțɆǧּצ

Ȼ ȦȥȈȣȉɇɷʫʞȪ҃ Ɏ₪Ȏɇ 

   

ʪNPOȫ Ȫ ɀ Ɏ Ɇ˙Ȏǧᾅ Ѷ

Ȫ ӆɎḪ ȤȓȢǧ᷉Ḥ ӆɎ ȕɇ 

Ǟ ǪȦȠȦȈɆ ȣȠȦȈɇȉȟȇ

ȍɀ̳ ȻɎȠȋɆǧ Ȉ

ȕɇ 

 

【県民からの意見】 

・今後どんなにＩＴ技術が発達しても、大事な価

値は、「人間の温かみ」だと思う。 

 

 

 

 
 

イベントへの参加 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ ˙ ȪǾȀȑȠ ӆȦȥȣ᷉ḤȪ ἼȈ

ȑɈɇȦȥǧ ⁵ȪȠȦȈɆȈ ȣǾɇ

ȏȤɎл ȑɈɇɄȂȧȦɇ 

 

ʪₓ ǧ ὕȪ ȧȇȇɋɅȖǧȠȦȈɆȈ

ȑɈǧҴȍȈȷȓȀ̦ȤҴȍțȀ̦ȈȠ

ȦȈɇǨ 

 

ʪжὝɀȠȦȈɇὤ₵Ȧȥ ȼɄȂȦɦʒʘɾ

ɹɖɎ Ԅȧ ȠȍɅɈǧ Ԅȧ֠Ҳȣȉɇ

ɄȂȧȦȟȢȀɇ 

 

ʪ ⁵ ȦʑɶɴʦɣɕʊʝȪ҃ Ȉ ɅɈǧ

ɕʊʝɎ ȔȢ ǪȦɦʒʘɾɹɖȈ╩

ȑɈɇ 

 

ǞȠȦȈɇȏȤȪ ȑȈл ȑɈǧ

ǪȦȠȦȈɆ ȈȣȉɇɄȂȧȦ

ȟȢȀɇ 

 

 

 

 

ʪ᷉ḤȪ̦Ȉǧἠ Ȣˠ̻ǧ ǧ ὕ Ȥ

Ȁȟț᷉ḤȪ̦ȧ ♅Ɏ ȠɄȂȧȦɆǧ

ҴȍɎ ȽɅɈțɅǧȑɆȎȦȋ ҴȍɎȕ

ɇȏȤȈ╢țɆҔȧȦȟȢȀɇ 

 

ʪɝʦʜɗʦǧɝʈʜɗʦɎᵊɋȖǧ ⱴ

Ȉֻ ȤȦɆǧ᷉ḤȣἼםȈ ȣȉɇɄȂ

ȧȦɇȤǧ ȪǾɇ ɀ ǧ ὕ

Ȫ Ⱦ͝ȻɀȕȀʙɾʃʫɨʞ ͍ȴȤȠȦ

ȈȟȢȀȋ 

 

ʪₓ ǧꜗҁǧ ᴇǧᵰẵ̽ẅȣȾ ѶȧǾȟ

țȠȦȈɆɎ ȠȏȤȈȣȉɇ 

 

ʪ̦ǪȈ᷉Ḥȧ Ɏ ȝǧ͝Ȼ ȍțȀȤⱴ

ȂɄȂȧȦɇ 

 

Ǟ ѶȧǾȟțŝȠȦȈɆŞȧ֠Ҳȣȉ

ɇȺȝɎὋ ȕɇ 

【地域デザインを考えるワークショップでの意見】 

・IT 活用で気軽に情報交換や相談ができるバーチャ

ル家族のしくみや、困っている人と地域をつなぐ

マッチングアプリで支え合うしくみがあれば、共

通の趣味や同じ目標を持ったコミュニティに身

を置くことで個々の成長につながる可能性があ

る。 

 

・現実の家族には相談できない悩みを相談できるよ

うな憩いの場所を作ったり、特性を登録し、その

情報からAIが参加者の興味関心や専門分野などを

元にマッチングを行うことで、解決を図る。 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

多世代交流による地域清掃 

Ⅲ みんながつながるやさしいまち 

 

2050年にめざしたい姿 
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 みんながつながるやさしいまち 

地域で循環するエネルギー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ

11 
Ⅲ みんながつながるやさしいまち 

地域で循環するエネルギー 

ǜ ₓǧ κẀӆȧ͒Ȃ ὕ ȈṖҲȓǧẍ ϔ ʜɗʈʜɗʦȪᾀ ȈẈ ȓȢȀȺȕǨᾈ

ȧ κẀӆȧɄɇ▐ ȈȑɅȧ ẍȕɇֻ ꜗȈ ȋǧ ὕȪẈ Ȉ̈ ȑɈȺȕǨ ὕȧᾂ

♪ȕɇțȽȧȾ╘ ȣ ֻ Ȧ᷉ḤȡȋɆȧȠȦȎȢȀȋ Ⱦ ȣȕǨ 

ǜ ӥ ᾺȪ ʃɗɝʑɬ ǧɰʫʜʫɪɚɕʝʦɣȦȥ ᷉ḤȪ Ɏ ȓțл ֻ ɛ

ʀʞɡʫȪ᷉ ᷉ ȧɄɆǧɛʀʞɡʫɎ᷉Ḥжȣ☻ ȑȗɇȏȤȣ ☻ ǧ țȦ ɎҥѰ

ȓǧ ȓț᷉ḤȡȋɆȧȠȦȎȺȕǨ 

 

課   題 

 

将 来 へ の 取 組 

 

ʪ ɛʀ ɀCO ѰȪᾑȦȀʜɗʈɬɲɗ

ʞǧ ͍ ʊʜɬɴɶɢȐȻȪґ

ȴȪ Ȉ ɏȣȀɇ 

 

ʪʅʫɻɕɗʜʦɼ ȧɄɆǧ ԃ᷉ḤȪ

‮ ȫǧ ᷉ḤȪ̴᷉Ḥȧ ȵȢ Ȉ

Ȁ 

 

ʪ κẀӆȪ▐ ȧɄɇᾣ᷉ Ȧ ǧּ ȧ

Ʉɇ ὕ Ẉ ȓȢȀɇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪțȽ Ɏ Ҽ ȓțẏ Л ȪᾏЦȧט

ȍț Ɏ ȕɇ 

 

ʪ᷉Ḥᶮ͠Ȉᾐ Ұ Ȫ̋ ӤȧטȍȢ

ɀӃ╘͍ɎὋ ȕɇ 

 

ʪл ֻ ɛʀʞɡʫɎ҃ ȓț ҃ ͋

ɀ₪ Ȧȥ ʃɗɝʑɬ Ɏ Ҽ҃

ȕɇ 

 

ʪл ֻ ɛʀʞɡʫᾏЦȧ ȕɇʢʫɢɪʚ

ɶʊɎ Ϥȕɇ 

 

ʪCO ֨פ ȤȓȢȪ ʪ ᾺΡЧȪțȽǧ

ᾐἮ Ɏᾂ Ȥȓț Ὰ͠ Ἦ ɎὋ ȕɇ 

 

Ǟ ͍ȧטȍȢȪ Ȫ ȺɆ Ǟẏ Л ǧᾐ Ұ ǧʃɗɝʑɬ

Ȧȥл ֻ ɛʀʞɡʫȪᾏЦ

ẍ 

 【みんなの声】 

・国道 43号線の排気ガスが気になっている。 

 

・低炭素化を進めるため、水素やアンモニアを使

ったエンジンを開発している。もっと多くの人

に脱炭素について関心を持ってほしい。 

尼崎北堀運河 

【みんなの声】 

・阪神地域が脱炭素の先進地として有名になって

ほしい 

・森の間伐資材を有効利用したい 

・環境に優しく、阪神地域らしい緑、景色がある

まちをめざしたい 

・公園がもっと増えると緑も増えやすいのではな

いか。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域循環共生圏のイメージ 

Ⅲ みんながつながるやさしいまち 

 

 

 

ʪ Ȥ Ɏד ȧ Ȃɰʫʜʫɪɚɕ

ʝʦɣȈ ֤ȓịȽȢȀɇ 

 

ʪᾐ Ұ ɀᾐ ʃɗɝʑɬ ʃɗɝ

ʑɬ ʏɗʜʫȧɄɆ Ȕɇ Ɏ Ҽ҃ ȓ

ț᷉Ḥ☻ Ю ᶾȪʕɺʞ̋ ȈὋ ȑɈȢ

Ȁɇ 

 

ʪ жȪл ֻ ɛʀʞɡʫ Ȫ ҰɎ ж

̋ ȴ ΈȕɇǱȮɃȂȐ лɛʀ 100ǲ

Ȉᾰ ȑɈȢȀɇ 

 

 

 

ひょうご版再エネ１００ 

 【みんなの声】 

・クリーン＆デジタルが進めばもっと住みやすい

まちになる 

 

Ǟ᷉Ḥ☻ Ю ᶾȪʕɺʞ̋ ȪὋ Ȧȥ

Ȫ֪ Ȉ ȧ˺ɆịȽɇ 
 

 

ʪɛʀʞɡʫɎ᷉Ḥжȣ ȕɇȏȤȣ᷉Ḥ

Ȫ☻ Ɏ ȻѰȓǧ᷉ḤȈ ȓȢȀɇ 

 

ʪ ᷉ḤȪ ᶭɀ‮ ᷉Ȫ̦’ ǧ

ȓ Ȫ̦ ᶭɎןȽț ꜗɎ ȓ

țȺȝȡȋɆȈ ȽɅɈȢȀɇ 

 

ʪ͜ Ȧʃɬǧɪɚɕʝʦɣɞʫǧᾐḑʕʆ

ʝɹɖȦȥǧ ṓȧɀȑȓȋẈ Ȧ ӆ

Ȉ ȟȢȀɇ 

ǞɛʀʞɡʫɎ᷉Ḥжȣ☻ ȑȗǧ

Ȉ ȼ 

2030年頃の中間像 
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2050年にめざしたい姿 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪ̭● ₓ̽жȧ Ȫ ȣԃ

ɻʜʈ“ẍ᷉ Ȉ ȕɇȤ̈ ȑɈȢȆ

Ɇǧ ὕȪ Ȉ ⱣȑɈȢȀɇ 

 

ʪ ӤȪ ȤȤȾȧǧẍ ȈṖҲǧ

⁬Ȧȥ Ȫ Ɇ ȾẀɋȟȢȉȢȆɆǧ

ὕȈ ӤϫטȧǾɇ 

 

ʪּ ȧ͒Ȃẍ ɀ ǧᾣ᷉ ȧ ˨ȕɇẍ

ȧɄɆǧ ― ɀ᷄ ὕǧ ὕȪ

Ԏ Ȉ ȺȟȢȀɇ 

 

ʪᶵ᷄╘ ӤȧɄɆ ―ᾂ ɀ ᾂ ǧ

ᾂ ȪțȽ ḶȪ ϢȦȥȪʂʫɼᾂ Ɏ

ȽȢȀɇȾȪȪǧʂʫɼᾂ Ȫ ὅɎ˘ᶬ

ɇ ὕȈ ȕɇȆșɈȾǾɇțȽǧ

Ȫɰʈɻᾂ Ȉ ȽɅɈȢȀɇ 

 

ʪʂɩʫɼʑɶʊȧɄɆᾥ᷉͝ɀӐӉ᷉ɛʝɕ

ȪԎ Ɏ⁵ ȇɅ ȕɇȦȥ˒̦Ȯ

ȤɆȪ ҰɎ Ƚɇ♆ ȈǾɇ 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

12 
Ⅲ みんながつながるやさしいまち 

みんなで進める防災・減災 

Ǟ ẍȦ ὕȈ ȕɇʝɬɢȈ Ⱥȟ

ȢȀɇ 

ǜ ᷉ḤȫЯ⃰ Ȫ˨ȣȾ ȈӤ‮ ₵ȧ ɏȜ᷉ḤȣȕȈǧֲ ȋȇɅ Ɏ Ɇ ȓȢȉț ⃰

―ȦȥȪ ―ɀ Ή ȧ ɯʠʔʫɻʞ᷉⁬ȈǾɇȦȥǧ˒ ₵ ὕȈ ȕɇȤ ẍȦ ὕȈ

ȕɇȆșɈȪǾɇ᷉ḤȣȾǾɆȺȕǨ 

ǜ ȏɈɅȪ ὕȧᾂȕɇϢȄȫǧ ₓȧɋțȟȢ֪Ɇ ɏȣȉȺȓțȈǧ ₓǧ ˙Ȫ ǪȦ᷉ḤȈ

ὕȧ ɋɈȢȆɆǧ ᷉ḤȧȆȀȢȾₒ 30ₓּ 21ׁȧɄɇ ὕȈ ȓȺȓțǨ 

ǜ ʂʫɼᾂ ȫ ȽɅɈȢȀȺȕȈǧ͝ ȫ ὅɎ˘ᶬɇ̋ ȧϢȄɇ♆ ȈǾɆȺȕǨ 

課   題 

 

 

 

ʪ ȫǧʂʫɼᾂ Ɏ ȽɇȤȤȾȧǧȥȪ

ɄȂȦ ὕʝɬɢȈǾɇȪȇɎ͝ ȧ ȟȢ

ȾɅȂ 

 

ʪ ὕȈ̴̦̋ȧȦɅȦȀɄȂǧΡ ǧἮ

ȣȪ ɎЗὋȑȗɇ 

 

ʪ ɀ ӆ ȧȠȀȢǧ ♁

ȧ♪Ȕțγҁ Ȫͦ Ȧȥǧ ӆ

Ȫ ͠҈Ɏ Ϣȕɇ 

 

ʪ ǧẅᶵ̦ᾥ͝ ȾןȽț͝ ȫǧ

ὕ ȧ Ὃȧ ȣȉɇɄȂȧǧ ȧ

Ⱦ ȧ֪Ɇ ȼȦȥ˒̦ȮȤɆȈ ȇ

ɅϢȄɇ 

 

ʪǾɅɂɇ ὕ︠Ḻɀ ︠ḺȪẈ ӤɎ

ȽɇȤȤȾȧǧẅᶵ̦ᾥ͝ Ⱦ ȧ֠

ҲȣȉɇɄȂǧẅᶵ̦Ɏ ȕɇᶮ͠Ȥ

ȕɇ 

 【防災士の声】 

・住民の自発的活動を増やす取組や、将来の担い手

である児童、生徒、学生との連携が必要である。 

 

Ǟ ǧ ȴȪγҁ

ȦȥȪɰʈɻᾂ Ɏ Ȥ͝ Ȉ˒͠

ȤȦȟȢЗὋȑȗɇ 
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災害時の消火訓練 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030年頃の中間像 

 

 

ʪ᷉׆ḤȧȆȍɇ ὕʝɬɢȧ♪Ȕǧʂʫɼᾂ

ȜȍȣȦȋɰʈɻᾂ ȾןȽț ׇ Ȧᾂ

Ȉ ȼ 

 

ʪγҁ ȧḪȡȀț ὕ╖ Ɏ᷉ḤȣҴ

ȍȢ ȣȉɇȓȋȻȈȣȉȢȀɇ 

 

ʪ ȇɅǧ ὕ╖ Ȫ ǧᾐȑȦἠȥȾȪȀ

ɇὙ ǧẅᶵ̦ᾥ͝ ȦȥȴȪ Ɇǧ

ɆȈȣȉɇŝȆȗȟȇȀȈȆȗȟȇȀȣȦȀŞ

ɦʒʘɾɹɖȈȣȉȢȀɇ 

Ǟ ὕȧᾂȕɇʂʫɼᾂ Ȉ Ȼǧɰʈ

ɻᾂ Ȉ ȟȢȋɇ  

 

ʪʂʫɼ Ϣȣ˒ὅ Ȫ ὕɎ ȌȤȤȾȧǧ

Ε Ȫ ԂҰɀɦʒʘɾɹɖȣȪҴȍ

ׇȀȧɄɆЧ͝ Ȉ ȈȣȉȢǧ ὕȈ

ȓȢȾ̦ᴍȈἻɅɈɇɄȂȧȦȟȢȀɇ 

Ǟ ˒̦֪Ɇ ȑȦȀ ӆȈȣȉɇ 

【留学生を受入れている方や防災士の声】 

・人間らしい生活なしでは、充実した生活はでき

ない。地域コミュニティの交流を増やす策を構

築し、お互い様の社会を作ることが重要で、災

害対応を考えれば、被災が想定される地域との

支援・連携に目を向ける事も必要である。 

 

【阪神地域の学校に通う学生アンケート 

（「30 年後の阪神地域の理想の姿」の項目）】 

・南海トラフの対策をし、乗り越えて新たな世代

との繋がりを強め、にぎわいのある地域 

【防災士の声】 

・市民一人ひとりに対して、危機意識を持っても

らえるような啓発活動を行い、災害弱者自身が

行動できるような支援を増やす。その対応とし

て交流が増える施策が極めて大事である。 

・ベトナムの留学生、実習生を２年前から受け入

れ、地域の防災活動に参加している。 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

地域での防災訓練 

図上想定訓練 地震体験 

Ⅲ みんながつながるやさしいまち 
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2050年にめざしたい姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

○ 医療、介護、予防の仕組みと高齢者の持てる力を発揮しながら生活を継続できる支援や見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪ ֱ̦ȈṖҲȓǧЧֱ̦ȧԈȽɇҢׇȈ

ȋȦɆǧӳ ɀ̮ Ȫᾅ Ȫ Ȉ♆

ȣǾɇ 

 

ʪ Ȫ̦ɀ Ȉֻ Ȧ Ɇ͝Ȼ Ɉț

᷉Ḥȣ ȓț ⁵ Ȉ ɈɇɄȂǧ᷇Ἱ

ɨʫʆɬȪжὝɀ ɎЗὋȑȗǧǱ᷉Ḥӝ

ɤɕɪɬɹʓǲȪ ȧטȍț֪Ɇ ȻɎ

ȕɇ Ȉᾰ ȑɈȠȠǾɇȈǧӶѶȣȫ

ȦȀǨ 

 

ʪʈʟɗʞ Ҳ ȧɄɇ♅ Ȫ ╖Ӥ ̈ Ȫ

֪ Ȫ ȧǾɇ 

 

ʪ͠Ұɀₓ ȧ♪ȔȢ ȧ ȓȼȏȤȈȣȉ

ɇ ɬʐʫɷɎ ֤ȑȗɇ♆ ȈǾɇ 

 

将 来 へ の 取 組 

Ǟ ӤȪ ȧ͒Ȁǧ ɀʈʟɗ

ʞȧᾂȕɇ Ȉ♆ ȣǾɇ 

ǜ ȾȈ͝Ȼ Ɉț᷉Ḥȣǧ ѶɅȓȋἼ♅ȓȢ Ʌȗɇ ͍ȪὋ Ɏ ɏȣȀȺȕǨ 

ǜ ȓȇȓǧᾑἠ ӤȧɄɆǧɲ ṁȪˠ̻ȕȵȢȈ 2025ₓȧ 75 ̽˘Ȫ● ȧȦɇ ͍Ȉ

ȟȢȀȺȕǨ 

ǜ ӳ ǧ̮ ǧ̈ Ȫ̳ ȻɎ ȓǧ Ȫ ȢɇҰɎ ȓȦȈɅ Ɏ ȣȉɇ ɀ

ἻɆȣǧȀȉȀȉϕ℗ 100ₓ̦ Ɏ ȓȺȕǨ 

ǜ  

課   題 

 

 

ʪ᷉ḤȪ̦ȇɅἬ ȕɇȏȤȪȦȀɄȂǧ

Ȫ̦ɀὙ Ȉӳ ɀ̮ Ȫᾅ ȧ ȣ

ȉǧἼ♅ȓȢ Ȑȗɇ ɞʈɚȪ Ϣɀ

ӆɎ˒ᾴ Ƚɇ 

 

ʪ͝ ᵪȪǱ ȀȪḻǲȡȋɆɎ˒ᾴ Ƚǧ

Ȫ ȀȪǾɇ̦Ȫ ȧטȍț֪

Ɏ ȕɇ 

 

ʪ ̈ ͠ Ȫ ֤ȦȥȪ ̈ ᾂ

ɀʈʟɗʞ̈ ᾂ Ɏ Ƚɇ 

 

ʪɗʌʦɻȦȥɎ Ȁǧ ɬʐʫɷȪ ֤ȧ

ҵȽɇ 

 

Ǟ ᾂ ɀʈʟɗʞ̈ Ȫ֪ Ɏ

ȕɇ 

 

シナリオ 

13 
Ⅲ みんながつながるやさしいまち 

いきいき健康１００年人生 

尼崎 21 世紀の森 甲山森林公園 阪神地域の豊かな自然 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ͝ ᵪȪǱ ȀȪḻǲǧǱɨʠʦǲ ȧ

Ȉ֠ҲȕɇȏȤȧɄɆǧʝʂʆʝɹʫɪʚ

ʦ ɀ Ṳǧ ṲȦȥȤ

ȓǧ ӆʪ ǧֱ Ȫ ȾןȽȢ

Ȫ Ɏ ȣȉɇ͠҈Ȉ Ȃ 

 

ʪ♆ Ȧ̦ȴ֫ ӒậɎ Ȁǧ֫ Ȫ

Ɏ ȂȏȤȣǧ̮ ɨʫʆɬȧȠȦȎɇ֪

Ɏ Ƚɇ 

 

ʪʄʢʫɕɪɬɻɬʫɷȦȥǧ ӆɎ Ȅɇ

Ȉ Ȼǧ ȪҺϰɎ Ҵȕɇ 

 

ʪ Ұʪ Ұʪ ҰɎ ȽɇК ɺʃɗɬȈ

֤ȓǧ Ȫ ӆ ḤȈ ȋȦɅȦȀɄ

ȂȧȦȟȢȀɇ 

 

ʪɬʐʫɷȧ ȧ֪Ɇ ȼȦȥǧ Ȫ

QOL Ȫט˘Ɏ ȕɇɄȂȧȦɇ 

 

ʪMaaSȪ Ɏ ȓțɺʑʦɼ̛ ȪὋ

Ὃ ɀ ӆ ȪЫ Ὃ Ȧȥ ˠ̻

ʕʆʝɹɖᾏЦȧטȍț֪ Ȉ ɋɈȢȀ

ɇ л  10  

 

 

Ǟӳ Ȥ̮ Ȫ Ȉ╘ӤȑɈȢȀɇ 

  

 

ʪ ȧᾂȓȢ Ȉ◔ɅɈɇɄȂȧȦɆǧ

ȄǾȟȢȀɇ 

 

ʪ ͠҈ɀϕ℗ȡȋɆ ӆȪЗὋȣϕ℗ȈἻ 

ɅɈȢȀɇ 

 

ʪICTɎ ȓț ʪӳ ȈᾏЦȑɈȢȀ

ɇ 

 

ʪЕ Ȧ ȈṖҲȓǧ Ȫ QOL Ȉט

˘ȕɇ 

 

ʪ ȾȈ ▓ȣ ᴇǧɬʐʫɷǧ̳̋ǧ᷉

Ḥ ӆȦȥȧȀȉȀȉȤ֪Ɇ ɏȣȀɇ 

Ǟϕ℗ᾃᴍȪ∙͔ӤȤ ѶɅȓȀ Ʌȓ

ȈὋ ȓȢȀɇ 

 

年齢 

出典：厚生労働省生命表 

尼崎スポーツの森 QOL    

   

 
 
MaaS Mobility as a Service   10  
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2050年にめざしたい姿 



 

 

 
 

 

 

 

 

〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪ ȾȈ ȧ ȧ ȓȼ ͍Ɏ Έȕɇț

ȽǧẈ╫Ȧ Ǿɇɕʫɻɗʌʦɻǧ ּ

Ȉ ϤȑɈȢȀɇ 

 

￮ ẅɕʫɻʈɚɬɹɖʃʞ ὓ‮  

￮ ɕɪɝɻ ᾩ‮  

￮ Ǳ ȋ Ȥ ǲǧ͇˭ ͇˭‮  

￮ ITAMI GREENJAM͇ ˭‮  

￮ Ὂṉ ᶬ⅔ Ὂṉ‮  

￮ ― ― ‮  

￮ ONE MUSIC CAMP˗ ‮  

￮ Ȫȗȣɏɕʫɻʜɗʦ ― ‮  

￮ Kawanishi Art Project - LIVE ― ‮  

 ȦȥẈ  

 

ʪ͏ ȪȦȇȧȫ ₵Ȉ͜ȋǧΡἥ

Ȉ ȤȦɇȾȪȾǾɇ 

 

ʪẈ Ẉ Ȧ Ǿɇʎʫʞɀ ǧԅ

Ȫ ɀɗʌʦɻȪ ὌȈᾑȦȀ

ȾǾɆǧӶѶȧȫ ȇȑɈȢȀȦȀ 

 

ʪ ᷉ḤȪ̦ǪȧȾǧ Ӥ ɀɕʫɻɗʌ

ʦɻȈǾȺɆ ɅɈȢȀȦȀ 

 

ʪɗʌʦɻ Ϥ ȧ♆ Ȧ҈₵ɀ ȉ Ȉ

ȣǧ᷉ḤȪ̦ǪȈ ȣȉɇḻ ȈᾑȦȀ 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

14 
Ⅳ にぎわいのあるまち 

アートによるクリエイティブな環境づくり 

ǞẈ╫Ȧ Ǿɇɕʫɻɗʌʦɻɀ

ּ Ȉ ϤȑɈȢȀɇȈǧ ₵Ȉ

͜Ȁ 

ǜ ̻̽ ǧ ᷉ḤȧᾥɎ Ȅțẍ Ȫ Ȧᵈ̦ɀὋ ὙțȝȈǧɦʒʘɾɹɖȪ╩ ɀ

ἮɎҥ ȓț ǧ ȦͦὙɀה ὙȈ ӆȓǧȏȪ᷉ḤȪ ӤȈ ᾰȓȺȓțǨ 

ǜ ͏ ȫ● Ɏ ΡȕɇȏȤȈ ȣǧἼὅ ȦΡἥ Ȉ ȺɈȺȕǨ 

ǜ ȦȥȪ͏ ȇɅɢʜɶɪɶɢȪ ɦʦɢʫʞǧɝʍʜǧ‮ ȧɄɇ ͦɆȪ ɗʌʦ

ɻɀ ȦɗʌʦɻȦȥȈ Ɇ₪ȎɅɈǧ᷉Ḥȧ͝ȼ̦ǪɎ ̇ȓȺȕǨ 

課   題 

 

 

 

ʪ ᷉ḤȪ ӆɎ ȟȢȾɅȂțȽǧἮ ǧ

ǧԅ ȦȥȪ ʪἮ Ȥ

ȓǧ᷉ḤȪ̦ǪȈǱ ɇǲȜȍȣȦȋǱ͠ ǲ

ȓȢἮȲ 

 

ʪ ᷉ḤȪжẅȣ Ӥ ɀɕʫɻɗʌʦɻ

Ȉ ȑɈɇɄȂǧɕʫɻȪ Ұɀɗʌʦɻ

Ȫ︠ḺɎ Τȕɇ 

 

ʪ Ȧḻ ȣȪɗʌʦɻɀᾰ ͍Ȫ Ϥɀ

ạӆ Τ ICTɎ ȓț֠ҲȓɀȕȀ

ӆȪŝḻŞȡȋɆȧ֪Ɇ ȼ 

 

ʪ ᷉ḤȈ ȕɇ ṓɎ Ȅǧ ȧẈ ȣⁿ

₪Ȁɕʫɻȧ֪Ɇ ȼȏȤȈȣȉɇ̳ ȻɎ

Ƞȋɇ 

Ǟ ᷉ḤȪɕʫɻȈ ɅɈǧɕʫɻȧ

֪Ɇ ȻɀȕȀ ṓȡȋɆȈ₪Ȉɇ 

 

市民が様々な形で参加するオペラ 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ ɀԅ ȤȾ ȓǧ ǧ ּ ǧ

ȦȥȪ ǪȦɗʌʦɻȈɝʫʊʦɬʍ

ʫɬȦȥɎ ȓǧ ⁵ ȧϤȑɈǧẈȋȪ

̦Ȉ֠ҲȓȢ ɋȀǧ̛ ȓȢȀɇ 

 

ʪ͏ ȧ ᴇɎ ȟȢǧ ȓȋịȽɇ̦Ȉ

ṖȄǧ● Ȉ ȺɈɇɄȂȧȦȟȢȀɇ 

 

ʪ᷉Ḥ ȣȪɕʫɻɗʌʦɻȪ Ɏ╘Ӥȕɇ

ȤȤȾȧǧ Εֱ̦Ȉ ȺɈɇɄȂȧȦɇ 

 

ʪɕʫɹɖɬɻȣȦȋȢȾ͝ Ȉ ȧ֠Ҳȣ

ȉɇɗʌʦɻȈẈȋǾɆǧ᷉׆ȣ ǪȦ ӆ

ȈȂȺɈɇ 

 

Ǳ ᷉ḤȧɕʫɻȈǾɇǲȤȀȂ ȣ̦

Ȉ ȺɇɄȂȧȦɆǧșɈȧ ȓțȺȝȡȋ

ɆɎȕɇ 

Ǟ ǪȦ ӆȈȂȺɈǧɕʫɻȈǾɇȤ

ȀȂ ȣ̦Ȉ ȺɇɄȂȧȦȟȢ

Ȁɇ  

 

ʪȀȠȣȾ ȧɕʫɻȪ ӆȧ֠Ҳȣȉɇ

ṓȈǾɆǧ᷉Ḥȧ͝ȼ̦ǪȪ Ȫ˒ ȧȦ

ȟȢȀɇ 

 

ʪ ᷉ḤȣȂȺɈɇɕʫɻȪ Ұȣɢʝɛʫ

ɲʫɀɕʫɻȧ ᴇȈǾɇ̦ǪȈ ȺɆǧ

țȦɕʫɻȪ ӆȈȂȺɈǧɦʒʘɾɹɖȈ

ɏȧȦɇ 

 

ʪ ᷉Ḥȧ ȺȟțɢʝɛʫɲʫȈ᷉ḤȪ

̦ǪȤɕʫɻȪ ҰɎ ȇȓțȺȝȡȋɆɎ

ȓȢȀɇ 

 

ǞɕʫɻȈ ȻѰȑɈɇ᷉ȧȦɆǧ Ɉ

țȋȦɇɄȂȦȧȊɋȀȪǾɇȺȝ

ȧȦɇ 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

 

 

街を舞台にした路上ライブ 

【まちづくり団体の声】 

・イベントに参加する人が「ジブンゴト」として

考え、「一緒に」楽しめるよう意識して取り組み

たい。関わる人と一緒に意見を交わしながら、

楽しく事業を盛り上げるように工夫している。 

Ⅳ にぎわいのあるまち 
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2050年にめざしたい姿 
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ʪǳ͇˭ ǴȤǳ Ȫ ˒ ǴȦȥȪ ǧ

Ẉ╫ȦЫᶿǧ ὓ Ȅȵȟȑɏ ǧ

ʕɳɾɭʓȦȥ ʪ͏־ Ȧ ̦ǧʕ

ʁǧ Ӥǧ ǧ Ȧȥ ȈẈ╫ȧǾɇȈǧ

₵Ȉ͜ȀțȽǧʐɹʦɪʖʞɎ ȣȉ

ȢȀȦȀ ȈẈȋǾɇ 

 

 

  

ʪᶵж Ȫ Ȉ ȋǧ ɀ ʪ͏־

ȧ ȕɇ ЛὌȪ Ȉ ȀȈǧ

᷉ḤȪ ꜗɀ᷉Ḥ ɎɕʇʫʞȣȉȢ

ȀȦȀ 
  
ʪ ЛɬʐɶɻȈ ᷇ȓǧɬʓʫɭȧ ӆȣȉ

ȦȀ 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

15 
Ⅳ にぎわいのあるまち 

訪れたい訪れやすい阪神地域ツーリズム 

Ǟ ᷉ḤȪ ҰɎ᷉Ḥȧ͝ȼ̦ǪȈ

ȣȉȢȀȦȀ 

ǜ ᷉ḤȧȫȪɏȯɆ Ȑȗɇ ȇȦḻ ɀ ᾰȓț ǧ ȀȦȥẈȋȪ ҰȈǾɆǧẈȋ

Ȫ̦ȧȤȟȢ ɈțȀ ȧȦɇ ҰȈǾɆȺȕǨ 

ǜ ȓȇȓǧ ᷉ḤȪ ǧ ɬʐɶɻǧ͏ ӤȪ ȫ͜ȋǧ₵ה Ɉɇ ͍ȾẈȋǾɆȺȗɏǨ 

ǜ ᷉ḤȪ ҰɎȑɅȧ Ƚǧ᷉ ḤȪ̦Ȉ Ɏ ȝǧƫ жẅȇɅẈȋȪ̦Ȉ Ɉɇ ᷉ḤɎ ȓ

ȺȕǨ 

課   題 

 

 

 

ʪ ᷉Ḥȧ ȕɇȏȤɎ ȧ︠Ḻ Τȕ

ɇȏȤȣǧ țȦɨʫʆɬȈ ȑɈǧ Л

ȪẈ ӤɎ Ƚɇ 

 

ʪ Л ɀ ȦȥȈ ᷉ḤɎ̻ ȕɇ

Лɬʐɶɻ ȣ ȧɗʌʦɻɎ Ϥȓǧ

᷉ḤʉʜʦɼȪ ҰɎɕʇʫʞȕɇ 

 

ʪ ᷉ḤȪ͝ ȧǧᴃ ︠Ḻɀ᷉ḤȪ︠

ḺȦȥɎ Τȓǧ ȧ ɈɀȕȀʑɗɢʠ

ɷʫʝɭʓɎ ȕɇ 

 

ʪ ἠᶿɀὊṉ ҩȦȥ ȪǾɇ᷉Ḥ־ ȇ

Ʌ țȦ᷉Ḥ ȺȣșɈȚɈɎ ᾰȑȗǧ

șɈɅȪȠȦȈɆɎɬɻʫʝʫӤȓȢɕʇʫ

ʞȓǧ Ὄȕɇ 

 

 
【学生起業家の声】 

・「宿泊してでもいきたい」という資源がない。 

・日帰り者をターゲットに空き家や古民家を活用

したいが、市街地開発の規制が厳しい 

 

【商工団体の声】 

・今後は、観光その他により交流人口を増加させ

ることで、事業者の持続的発展に繋げていく取

組が重要になると感じている。 

Ǟ͝ɏȣȀɇ̦ȜȍȣȦȋǧ ɋɆȪǾ

ɇ̦ɀ ᴇȪǾɇ̦ȧ ȟȢȾɅȂ 

【運輸関係団体の声】 

・（阪神北地域は）日本への玄関口である関西国

際空港、大阪港から大阪-京都を訪問する俗に

言う“黄金ルート”から外れた印象がある。 

 

【まちづくり団体の声】 

・魅力の見せ方が重要。人の温かさや昔のものを

大事にする「おしゃれ田舎」に魅力を感じる。 

 

【観光関係団体の声】 

・マイクロツーリズムでは、地域資源の磨きなお

しが大切になると感じた。「日本全国から」「世

界から」「国際的」などがキーワードであった

が、これからは県内の人に来てもらい、地域の

魅力を知ってもらうというのが必要となる。 

͝ɏȣȀɇ᷉Ḥȧ ȓțȀɬʐɶɻȈǾɇ̦ȪҢׇ 

 ᷉Ḥ 51.2  Я⃰ ₒḂ 54.3  
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ ᷉Ḥȧ ȕɇ Ȉ ὧȦɷɕʫɦʦɳ

ɢɲʫȦȥǧ Лȧ ȕɇ Ȉ̦ ȧȦɇ 

 

ʪ ᷉ḤȪʉʜʦɼҰȈ ȺɆǧᵈᴥɀ Л

᷉Ȉ  ȧȦɇה

 

ʪ жɀ ǧ Ȫ КȤȓȢʑɗɢʠɷ

ʫʝɭʓȣ ᷉ḤɎ Ɉɇ̦ȈṖȄɇ 

 

ʪMasSȪ Ɏ ȓǧ Л᷉Ɏɬʓʫɭȧ

ӆȣȉɇɄȂȦ ϢȈȑɈȢȀɇ 

 

Ǟ ᷉ḤȪ ҰȈ ȓǧ Лȓɀȕ

Ȁ ṓȈ Ȃ  

 

ʪʑɗɢʠɷʫʝɭʓȪ ֤ȦȥȧɄȟȢ̛

ֱ̦Ȉ ẍȓǧ ᷉ḤЧ͠Ȉ ҰǾɇ Л

᷉ȧȦɇ 

 

ʪᶵжẅȇɅ ЛȪ ᷉ȧȦɆǧȀȠȾ ȇ

Ȉ ɈɇȧȊɋȀȪǾɇȺȝȧȦɇ 

ǞȀȠȾ ȇȈ ɈɇȧȊɋȀȪǾɇȺ

ȝȧȦɇ 

【観光関係団体の声】 

・（中国人のホテル利用者からは、尼崎はどこにい

くにも便利であるという回答があったので）狭

い地域の資源だけでは人を呼び込むにも限界が

あることを踏まえ、周辺スポットとの近接性や、

この地域の場所などを、全国的に周知すること

が最優先であると考える。 

『「伊丹諸白」と「灘の生一本」 下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘五郷』が日本遺産に認定（2020 年） 
 
  ᾭⱲ Ӡ ẋ ᴪ Ṫ ל ᴞ ░

ל  ᾭ ᴪ Ṫ ᶗ ⱱ ︡

ṓ ∫ ḧ ᴟ Ӿ  ╦ Ἳ ︢ Ӿ ˑ ↕

ˑ   ᵫ ᶚ ˑ Ặ 400 ᶗ  

現存する日本最古の酒蔵「旧岡田家住宅・酒蔵」 

市町名 観光地名 入込客数 対前年比 市町名 観光地名 入込客数 対前年比

西宮市 阪神甲子園球場 3,836 -12.6% 宝塚市 清荒神清澄寺 3,020 -4.4%

西宮市 西宮神社 2,283 5.1% 宝塚市 宝塚北サービスエリア 2,625 -15.5%

尼崎市 県立尼崎の森中央緑地 636 6.6% 宝塚市 中山寺 1,274 -1.8%

西宮市 門戸厄神　東光寺 615 6.5% 宝塚市 宝塚大劇場 1,140 -10.9%

西宮市 廣田神社 565 46.4% 三田市 有馬富士公園 774 3.8%

尼崎市 尼崎市総合文化センター 348 -4.5% 宝塚市 あいあいパーク 692 -3.3%

尼崎市 尼崎城 211 711.7% 伊丹市 伊丹スカイパーク 682 1.2%

尼崎市 貴布禰神社 185 5.1% 猪名川町 道の駅いながわ 628 3.0%

阪神南地域 阪神北地域

阪神地域主要観光地への入込客数                   （単位：千人） 

令和元年度 兵庫県観光客動態調査 

西国三十三所 大本山中山寺 

Ⅳ にぎわいのあるまち 

2050年にめざしたい姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

○ 医療、介護、予防の仕組みと高齢者の持てる力を発揮しながら生活を継続できる支援や見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪϰȉ ɀὅₓ∙ ȧɄɆǧ ȕɇ

țȽȧǧUɲʫʦȕɇ̦Ȉ ᾑȓȢȀɇ 

 

ʪ Ȁ Ȫ ӤȈ ȻǧҲȄȢ ˠ̻Ȫ Ȁ

Ⱦ ᾑȕɇ˨ǧ ͦ ᷉ȈṖҲȓȢȀɇ 

 

ʪ ȈᾑȦȀᴥ ɀ᷉Ḥẅ ȾǾɇȏ

ȤȇɅǧ ᷉ḤȪ Ȫ ɀ ₵

Ȉ͜ȋǧ᷉ ᷉ Ȫ Ȉ ȑɈȧȋȀ 

 

ʪ ᷉ḤȪ Ɏ͵ȟț Ȫ ͍ȈӶѶ

ȣȦȀ 

 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

16 
Ⅳ にぎわいのあるまち 

美味しい「食」と多彩な「農」 

Ǟ ᷉ḤȏȜɋɆȪ ɀʉʜʦɼɎ

ȕɇ Ȉ˚ ȓȢȀɇ 

ǜ ᷉ḤȪẈ ȦǱ ǲɀ ȧ ɋɇ ӆ ɎɕɻʜɢɪʚʦȤ͛ ȡȍǧ᷉ḤЧ͠Ɏɹʫʑʄ

ʫɢȤ Ȣǧ ǧ ̋ ǧ Ȉ ȓȢ ʪ‮ ‮ Ȫ ɀ᷉Ḥ

ȪΡЧʪ ɎᶲɆǧ ᷉ḤȪ ҰɕɶʊɎ ȕǱ ɕɣʝʄʫɢ ǲɎ ȓȢȀȺȕǨ 

ǜ Ȫ᷉ȤȓȢ ɏȧᵪȺɈȢȉț Ȫȷȇǧ ȪǾɇẈ╫ȦǱʔɗɼʪɗʦʪ־ ǲ

Ȫ ȈʉʜʦɼȤȓȢ ȓǧ᷉ḤȈȧȊɋȂȏȤɎ ȓȺȕǨ 

課   題 

 

 

 

ʪ● Ȫ ΡȪțȽǧ ᷉︠ḺȦȥᾚ ɀ

ẍȧ♆ Ȧ︠ḺɎɄɆЦ ȓɀȕȀ ṓ

Ɏ Ϣȕɇ 

 

ʪʠʏɶɻ ɀ Ɏ ȓǧ Ұȣ ᴥ

Ȧ ͦ ɎἼὅ ȕɇɬʑʫɻ Ȫᾏ

ЦɎ Ƚɇ 

 

ʪ ὕ Ȫ Τɀ ȉȈȀȈҥѰȑɈǧẈ

Ȧ Ȁ ȣ Ȉ ȄɅɈɇɄȂǧ Ȫ

֪ Ɏ Ƚɇ 

 

ʪ ͦ Ɏ ЦȓȢᴇɋȂḻ ȈṖȄǧ

᷉Е Ɏ͵ȟț Ȫ Ȫ ɀ

̮ȈȣȉɇɗʌʦɻɎЗὋȑȗɇ 

 

ʪ ʪἮ ȤǱ ǲȤ ȧ ɋɇ̦Ȉ

ȓǧ ɀɗʌʦɻɎ ȂȏȤȣ ᷉Ḥ

Ȫ̦ȪǱ ǲȤ ȧ ȕɇ ȈṖȄǧ

Ⱦט˘ȕɇ 

 

Ǟᾚ ″ Ȥ ᷉Ɏз ȧ Ȼׇɋ

ȗɇ̳ ȻǧʉʜʦɼȈ ȣȉɇ̳

ȻɎȠȋɇ 

【みんなの声】 

・輸送技術の進化により、品質や鮮度の良い状態

で地域外の農産物が量販店に並ぶ。阪神地域で

作られた農産物が、既存の流通経路により、地

域外へ出荷されることがあるため、地元農産物

の認知度が低いように思う。 

 

【農業団体の声】 

・西宮や阪神南部地域では洋菓子などのブランド

店も多く、全国区になっている。 

 
【みんなの声】 

・「阪神産食材の日」を設定し、学校給食やそれぞ

れの飲食店で献立を考えて提供すると、意識が

高まり地域が元気になると思う。 

トマト たみまるレモン 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪǱ ᷉Ȫ μǧṸ ǲɎɨʐʫɻȕɇ̳ Ȼ

᷉ʃʦɢ Ȫ Ȉ₪ȈɆǧ ᾚ

ɀ ẍɎ ȕ Ȥ ᷉Ȫ Ȧ

ʑɶɴʦɣȈ ɏȣȀɇ 

 

ʪ ᷉ḤȪ Ұ Ȧ Ȫɬʐɶɻɀǧ

Ȫ︠ḺɎ Ԅȧ◔ɇȏȤȈȣȉǧ Ɏ Ȕț

Ȫ Ȉ ẍȕɇ 

 

ʪɬʑʫɻ Ɏ ȓțἼὅ ȧɄ

ɆǧἮ ɀẈȋȪ₱ȣ ᷉ḤȪ Ɏ

ȧ ȕɇȏȤȈȣȉɇ 

 

ʪǱ ǲȤ ȧ ȕɇ ɀἮ ͍ȈṖȄǧ

Ȥ Ȉ̛ ȕɇḻȈ ẍȓȢȀ

ɇ 

 

 

Ǟ Ȫ̦ Ȉ ȺɆǧᾚ ″

ɀ● ȈṖȄɇ 

 

ʪ ȧ ᴇɎ ȝǧ ᷉ḤȣǱ Ɏɀȟ

ȢȻɄȂǲȤⱴȂ Ȧ̦Ȉ֠Цȓǧ

ὅֱ̦͝ȈṖҲȕɇ 

 

ʪǱ ᴇȓȀ ȪȺȝǧ ǲȤȓȢǧ̴᷉Ḥȇ

ɅȪ ЛὌȈṖȄǧ ᷉ḤȪ᷉׆ȣ

Ɏ͵ȟț ɎᴇɋȂȏȤȈȣȉɇ 

 

ʪǱ ǲɀ ȧȠȀȢȪ ʪἮ ͍Ȉ ȧ

ǾɆǧ ɇ̦Ȉз ȧᾚ ȣȉǧ

Ɏ ȀɇẈ Ȧ Ȉ ȑɈ

ȢȀɇ 

ǞǱʔɗɼʪɗʦʪ ǲȪ Ȉʉʜ

ʦɼȤȓȢ ȓǧ̦ Ȉ Ⱥɇ 

【生産者の声】 

・地産地消で消費者に生産したものがすぐ届くと

いうのが強み。休耕地や畑があるので、若い人

達に農業に触れてもらい若手就農者をいかに増

やすかということが課題である。 

 

【農業団体の声】 

・農業を法人化して生育状況の把握や農機の管理

をすることで農家の負担を減らし、他業種から

の就農者や転作（米作りから野菜作り等）する

人が持続可能になればいい。 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

Ⅳ にぎわいのあるまち 

2050年にめざしたい姿 

阪神アグリパークの目指す姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

○ 医療、介護、予防の仕組みと高齢者の持てる力を発揮しながら生活を継続できる支援や見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪᵈ₱ ȣȾ ȉ᷉ǧ ȉ₱ ȈṖȄǧȺȝȪ

ҰȈ ȦɋɈȢȀɇ 

 

ʪ᷉ЕȪ ɆȪ Ȁ Ȫ ᾑȧɄɆǧ ɆɎἥ

ȑȗɇȏȤȈ ȓȀ 

 

ʪ ὓ ǧ ԝ Лᾁǧ↨ ǧ

ᾁǧ˨Ὰᾁȫ ЛὌȈẈȋ ɈɇȈǧ

ȺȜ ɅɈȢȀȦȀ ̱ ȈǾɇ 

 

ʪ ǧӶ ǧᾟΰ‮ ȺȠɆǧȄȵȟȑɏǧ

ὓ ʞʀɶɨʦɬǧ ὓ ȄɅ

ȯǧ ᾩ‮ ɡʖʜʝʫɀὓҔȺȠɆǧ―

‮ ɆǧȑɏȜ ȺȠɆǧȀȦȈɋȺ

ȠɆȦȥȈǾɆǧȧȊɋȟȢȀɇ 

 

ʪ ᷉ḤȪ᷉Ḥ ȧȠȀȢ ɅɈȢȀȦȀ 

 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

17 
Ⅳ にぎわいのあるまち 

まちなかのにぎわいを創出する 

ǞȺȝȦȇȪɝʫʊʦɬʍʫɬɀ︠Ḻ

ȦȥȈ Ҽ ȑɈȢȀȦȀ 

ǜ ᷉Ḥȧȫǧ᷉Ḥ ȧּׂשȺɈț ҰǾɇḻ ȈẈȋǾɆȺȕǨᾁ Ȉ Ɏ ȩɇᾁ ǧḞ˙

Ȫ ▐ȈǾɇɛʝɕǧ Ȫ Ȫ ȤȓȢ Ȥ־ ӤȧḩɋɈț ȥȏɉȪǾɇɛʝɕȦȥ

ȈǾɆȺȕǨȺțǧ ‮ Ȫ ȇȦ ȧּׂשȺɈț᷉ḤȣȾǧ ȣ Ȧ־ ɀ Ӥ ȤѰ͍

ȂȏȤȈȣȉȺȕǨ 

͏ Ȧ ɆȾ᷉׆ȧǾɆǧ Ȧ ǧ̱ ȦȥȪ᷉Ḥ Ɏ ȇȓțɗʌʦɻȦȥɎ ȓȢȺ

ȝȦȇȧȧȊɋȀɎҥɆѰȕȏȤɎ ȓȺȕǨ 

課   題 

 

 

 

ʪ ȉ₱ ɀɝʫʊʦɬʍʫɬȦȥɎ ȧ

ȓǧȧȊɋȀɀȺȝ ȉɎҥѰȕɇȉȟ

ȇȍȡȋɆȧ֪Ɇ ȼ 

 

ʪɦʒʘɾɹɖɀ᷉ḤȴȪ Ц Ⱦ᷉ЕȪ Ɇ

ȧ ɋɈɇɄȂʞʫʞɀȓȉțɆɎẀ ȕɇ 

 

ʪ᷉Ḥ͝ Ȉǧ᷉ḤȪ͏ Ȥ ӤȧȠȀȢ͠

ɎȕɇȏȤȣἮȯǧǱ֠Ҳȕɇ̦ǲǧǱ Ȅɇ 

̦ǲǧǱ ȓȼ̦ǲȪֱ̦ɎṖɀȕ 

 

ʪɗʌʦɻȦȥȪ︠ḺȈ ȧȝɀḻ ȣ Ԅȧ

ȵɇȏȤȈȣȉɇȦȥǧɋȇɆɀȕȋǧ

ȠȍɀȕȋȕɇȏȤȣǧɗʌʦɻȧ֠Ҳȕɇ

̦ɎṖɀȕ 

 

ʪ ᷉ḤȪ Ⱦ᷉Ḥ ȣǾɆǧ ʪἮ

Ȥ ȓǧẈȋȪ̦Ǫȧ Ѷ Ɏ

ȟȢȾɅȂ 

Ǟ᷉ḤȪɦʒʘɾɹɖɀɗʌʦɻȧ֠

ҲȓɀȕȀ ṓɎ Ȅɇ 

【芸術団体の声】 

・川西市にある歴史・文化的価値のある資源（多

田神社、満願寺、石切山等）数多くあるが、よ

り身近に感じられるように活用の仕方を工夫

する必要がある。 

 

・源氏祭りをはじめとした川西市内のイベントや

歴史・文化資源を単独で考えるのではなくつな

ぎ合わせることで、さらなる付加価値をつけ魅

力を高める。 

 

 

【芸術団体の声】 

・世代別のニーズに合ったイベントの開催、おし

ゃれなマルシェや朝市、夜市などを開催し、川

西市内商店街の活性化を積極的に進める。 

 

・市町村間と様々なイベントをコラボして、歴史

文化の展示等についても繋がりある市町村間

と連携し歴史の理解を深める。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030年頃の中間像 

 

 

ʪ ᷉ʪ ȉὙȪʝʁʌʫɪʚʦɎȓțɆǧл

Ϣȣ ȓț̛ Ȫ Ȉ ȺɈǧȧȊɋ

ȟȢȀɇ 

 

ʪ᷉ḤȪᾅ ὙȈʈɔɪʝɹʫɲʫȤȦɆǧ᷉

ḤȪ ӆɀȧȊɋȀɎ Ȅɇ 

 

ʪ֠ҲȓțȀ̦ȕȵȢȈ Ȅɇ Ɇɀɗʌʦɻ

Ȉ╩ ȑɈǧȺȝȧ ȈǾɇ 

 

ʪ᷉Ḥȧ ɋɇ̦ɀ țȧ֠Ҳȕɇ̦Ȉ ȧ

ɗʌʦɻȪ ȝ˘ȎȦȥȧ֠Ҳȣȉǧ Ȥ

ȓȢȾ Л ȧȠȦȈɆǧ Ɇ ȟȢȀɇ 

 

ʪ ᷉ḤȪ’ḻ Ἦǧ Ȫ᷉ȦȥɎ

Л Ȥȓț ЛȈ ẍȕɇ 

ǞȧȊɋȀȈȂȺɈɇ ṓȈȣȉǧ

Ǿɇ ȣ ᾰȕɇ 
 

 

ʪ ȉ₱ ɀɝʫʊʦɬʍʫɬɎɕʊʝ̈ Ȧ

ȥȣ ȧ ȣȉɇ̳ ȻȈȣȉɇ 
 

ʪ᷉Ḥ Ȉ ȧ ȑɈǧȀȠȣȾ̦Ȉ

Ⱥɇǧ ȓȼȓȇȍȈ ȈȟȢȀɇ 
 

ʪẈȋȪ̦Ȉ Ɇɀɗʌʦɻȧ Ȁǧ᷉Ḥȣɦ

ʒʘɾɹɖȈȂȺɈ̛ ȓȢȀɇ 
 
ʪ ᷉ḤȪ ṓɀ ӤɎ ʪ ȓǧ ̻

ȧǾȟț ǪȦϰȉȇȍɎ ȀȦȈɅ ӤɎ

ȉ˘Ȏǧˠ̻Ɏ ȄȢ Ȼ ȩț ǪȦ᷉

Ḥ Ȉ ȑɈɇ 

 

 

 

Ǟ᷉Ḥ Ȉ ȑɈǧ̛ ɀɗʌʦɻ

Ⱦ ɋɈɇȦȥǧ᷉ḤȈȧȊɋȟȢȀ

ɇ 

【NPO 法人の声】 

・「自助・共助・公助」があるが、「共助」の弾力

性が強い地域が生き残る。今までボランティア

で支えてきたとすれば、今後はビジネス的な方

法、持続可能性のある手法で共助の形を作って

いくことが大切である。 

令和３年度「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査 

【イベント団体の声】 

・イベントは、表現と活躍のプラットホーム。場

所と資金と集客はイベント団体が行い、あとは

任せる。場所と市民・団体をマッチングする。 

地域住民によるイベント 地域住民によるイベント 

Ⅳ にぎわいのあるまち 
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2050年にめざしたい姿 
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〇 だれもが住み慣れた地域で、安心して自分らしく暮らせる社会の実現を望んでいます。 

○ しかし、少子高齢化により、団塊の世代すべてが2025年に75歳以上の後期高齢者になる社

会が迫っています。 

○ 医療、介護、予防の仕組みと高齢者の持てる力を発揮しながら生活を継続できる支援や見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʪ ἠᶿ ḻȫǧ Ȫ ᷉ȤȓȢǧʊʠ

ɴʫʓȪʎʫʓɣʜəʦɼȤȓȢǧẈȋ

ȪʈɔʦɎ ȽȢȀɇǨȺțǧʊʠʃɬɤɶ

ɻʏʫʞɴʫʓɀ ʝʫɣȧ ᾱȕɇ

ʊʠ ɴʫʓȈǾɇȈǧЧᶵ ȧЯ⃰ ȧ

ǾɇȏȤȈӶѶȧ ȑɈȢȀȦȀ 

 

ʪ͠Ұɀₓ ȧ♪ȔțɬʐʫɷɎịȽɇ ͍ɀ

ᾂ♪ȓțɦʒʘɾɹɖȈᾑȦȀ 

 

ʪɬʐʫɷɎǱȕɇǲȜȍȣȫȦȋǧǱ ɇǲǱ

ȄɇǲɎןȽțǧɬʐʫɷȴȪ ɋɆ ɀʑ

ɗɽʫɬʐʫɷȪ Ȫ ẍȈ♆ ȣǾɇ 

 

ʪᾺɀ ȣȪɬʐʫɷȦȥǧɕəɻɼɕɬʐʫ

ɷ ӆȴȪ ♅Ȉ ȺȟȢȀɇȈ ṓȈ ȟ

ȢȀȦȀ 

将 来 へ の 取 組 

シナリオ

18 
 

Ⅳ にぎわいのあるまち 

みんなで楽しむスポーツ 

ǞɬʐʫɷɎ ȓȼɦʒʘɾɹɖɀ ṓ

Ȉ ȟȢȀȦȀ 

ǜ ᷉Ḥȧȫ ׇɬʐʫɷ ǱᾟΰɬʐʫɷȪ ǲǧ ᾩ ȧʆʫɴʃʟʫɦʫɻǧ ὓȧʛɶ

ɻʂʫʃʫȦȥȪ ȈǾɆǧἠȥȾטȍȪɬʐʫɷ ὐȾ ϤȑɈɇȦȥǧɬʐʫɷȧ ȓȼ

͍ǧḻ ȫẈȋǾɆȺȕǨ 

ǜ ἠᶿ ḻȪ ɀʊʠ Ȫ ȫₓ ȆɄș 400˕̦Ɏ Ȅǧɕʔʝɞʦʈɶɻʏʫ

ʞȪǱ ἠᶿʏəʞǲȾ ϤȑɈ ȕɇɬʐʫɷȾ Ɏ⁬ȯȢȀȺȕǨ 

ǜ Ẉ ȦɬʐʫɷɎ͠ ȓțɆǧ ȓțɆȕɇȏȤȈ ɏȧȦɆǧɬʐʫɷȈ Ȫ˒ ȤȦɇȏ

ȤɎ ȓȺȕǨ 

課   題 

 

 

 

ʪɬʐʫɷ Ɏ PRȓǧ Ȫ ǪȦ Ȥ

Ȫ Ɏ╘ӤȕɇȦȥǧ ᷉ḤȴȪɬʐʫ

ɷɷʫʝɭʓɎ ȕɇ͠҈Ɏ ȕɇ 

 

ʪɬʐʫɷ ὐȪ ϤȦȥǧ Ȧḻȣɬʐʫ

ɷɎ͠ ȕɇ ͍ɎṖɀȓǧ᷉Ḥ͝ Ȫɬʐ

ʫɷȴȪ ȧ֪Ɇ˘ט ȼ 

 

ʪɳʫɷǧʆʝʗʫɼǧ ȇɇțǧeɬʐʫɷ

Ȧȥ ֱ̦ȈᾑȦȀɬʐʫɷȫǧ ὐɎ

Ϥȓǧ ֤ɀɗʔʫɫɕɶʊȧ֪Ɇ Ȼǧ

ֱ̦ɎṖɀȕ 

 

ʪἮ ɀͅ Ȥ ȓǧ̦ ̛ ɀ ǧ

ǪȦɬʐʫɷȪ ɀ ɋɆ Ȫ ט

˘ǧ͠ ͍Ȫ ϤȦȥɎ Ƚɇ 

 

ʪὤɎᶬ ȓț Ɏ͠ ȕɇӥ ȣȪ Ὰɬ

ʐʫɷɀ ᾩ ȣȪʑʝʦɬʐʫɷȪ ӆȈ

ṖȄǧ ȑɈɇɄȂȧȦɆǧ ɏȧȦɇ 

ǞɬʐʫɷȴȪ ♅Ȉ ȺɆǧẈ Ȧɬ

ʐʫɷɎ ȓȼ 

【サイクリングチームの声】 

・県内では播磨中央公園にサイクルステーションが

できるようだが、１か所では意味がない。 

県民局エリア毎に１か所は整備が必要。 

・自転車を通勤に使う人が増加したが、活用できる

サイクルロードが少ない。 
モルック（尼崎 21 世紀の森中央緑地） 
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2030年頃の中間像 

 

 

 

ʪ ᷉ḤȪɬʐʫɷɷʫʝɭʓȈ̦ Ɏᴌ

ȯǧ ׇ ɗʌʦɻ●Ȫ ʪ ᾰ ȦҼ

Ɏ Ȅɇ 

 

ʪẈ Ẉ ȦɬʐʫɷȪ ֱ̦ȈṖȄǧ

ȧɬʐʫɷȧ֪Ɇ ȼ ͍ɀḻ Ȉȣȉɇ 

 

ʪ ᷉ḤȈɬʐʫɷȧ ȕɇ Ȫ ᷉Ȥ

ȦɆǧɬʐʫɷɎ Ȅɇ̦ȈṖȄɇ 

 

ʪɨɗɢʞɬʐʫɷɀɻʟɗʞʜʦȈ Ὰɬʐ

ʫɷȣ̦ ȧȦɇ 

ǞɬʐʫɷɷʫʝɭʓȪ ꜗӤȤɬʐ

ʫɷȧ ɋɇ ͍ȪṖҲ  

 

ʪɬʐʫɷɎȕɇ̦ɀ Ȅɇ̦Ȉ Ȁǧɬʐʫ

ɷȪȺȝȤȓȢ țȦ ȈȂȺɈȢȀɇ 

 

ʪ᷉Ḥ͝ Ȉ ⁵ ȧɬʐʫɷɎ ȄɇḻȤȓ

Ȣǧ ȾȈǧȀȠȣȾǧȥȏȣȾɬʐʫɷȧ

ȓȼȏȤȈȣȉɇɄȂȧȦɇ 

 

ʪ ᷉ḤȪ Ɏ ȇȓțɬʐʫɷȈǧ᷉Ḥ

ȧ͝ȼ̦Ȫ ɀ ӤȪ˒ ȤȦɆǧ ǪȦ

ₓ̻ȧ ȓȺɈɇ 

 

ǞɬʐʫɷȈ᷉ḤɎ Ȅǧ ȣɬʐ

ʫɷȈ Ȫ˒ ȧȦɇ 

【スポーツ団体の声】 

・スポーツと文化の融合領域があって地域が元気

になる。ダンス、スケートボード、ＢＭＸなど、

騒音の問題もあるが伸ばしていきたい。 

阪神甲子園球場 (西宮市) 

【芦屋ロックガーデン】 

 ╦Ὁ ṂḵἪ

͍ ╦ẁ

ṓ  

Ṝּי ╦ᴪ ᶨ

ỵ╣♃ ự

◐

 

 

 

車椅子バスケットボール 

尼崎北堀運河博覧会によるイベント 

Ⅳ にぎわいのあるまち 

2050年にめざしたい姿 
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第５章 地域ビジョンの実現に向けて  
 
新地域ビジョンは、阪神地域の住民、企業、教育機関、団体や NPO 法人、行政が阪神

地域の可能性や地域の資源を共有し、実現に向けて取り組むものです。 

多様な主体がそれぞれの方法で新地域ビジョンの実現に向けて進みましょう。 

 

（１）阪神地域の住民 

「きっかけ」と「“場”での出会い」がキーワードです。 

住民一人ひとりのきっかけをもとに、地域社会やまちの将来に関心を持ち、自分に合

ったコミュニティを見つけ、地域活動へ参加してみましょう。地域の課題や目標を認

識・共有し、新地域ビジョンの実現に向けて行動してみましょう。 

さらに阪神地域へ新たに関わる人、関わりたい人もともに歩んでいく仲間だという意

識を持つことで、“場”で人々が出会い、新たな発想が加わり、既存のコミュニティや

地域活動を発展させることができます。 

また阪神地域に新たに関わる人同士が出会い、今までにないコミュニティが生まれる

と、そこからでも新たな活動の輪が広がります。 

さまざまな人々がそれぞれを認め合い、それぞれの人が自分のできることに取り組み、

重層的につながることで、コ・クリエーションが育まれます。 

    

（２）企業 

在宅ワーク環境や働く人々の生活スタイルに合わせた柔軟な勤務条件の整備や、環境

保全のための脱炭素社会の実現へ取り組みます。また、企業が地域活動に関わり、企業

の専門とする知識やノウハウを提供する機会を通じて、地域住民と交流し、相互に理解

することや、社員の地域活動を理解し、その活動に企画から参画するなど、連携と協働

で取組を進めることが肝要です。 

 

（３）教育機関 

美術館、博物館、図書館、公民館等は、地域と一緒にワークショップなどを開催し、

社会人や子どもが学び合い、つながる機会を増やしていくことが重要です。 

大学等の高等教育機関は、高度な専門的知識を習得する機会の提供や、学術的支援、

人材養成支援を行います。また、教員や学生が取り組むフィールドワークなど、大学の

教育、研究活動において、学生特有の視点を発揮し、地域の活性化に向けた実践活動を

展開していきます。 

  

（４）団体、NPO 法人 

専門分野の活動を基本に、地域づくりのニーズを掘り起こし、人材や資源を発掘・活

用することにより、社会的課題の解決や、住民が行う地域活動を支援します。  

また、人と人が出会うきっかけづくりや場づくりを行い、組織と組織をつなぐコーデ

ィネート機能を向上させ、地域社会づくりへ主体的に参画することで、自主的、自発的

に地域活動を行う新たな実践者を増やす役割を担います。  

 

（５）行政 

様々な主体と連携して、必要とする情報や交流機会を提供するプラットフォーム機能

を向上させ、住民・地域団体が取り組む活動への助言を行うなど参画と協働を支援する

とともに、人材育成や地域づくりに取り組みます。 
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また、県が行う施策については、新地域ビジョンの実行プログラムを策定し、推進す

ることとします。 

 

 


